
【資
料
紹
介
】社

史

に
見
る
西
洋
式
簿
記
の
導
入

西

川

登

9g

江
戸
時
代

の
大
商
家

で
日
本
固
有

の
複
式
簿
記

に
よ
る
会
計
が
行

わ
れ

て
い
た

こ
と

に

つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

の
研
究
蓄
積
が

あ
り
(叫
囎
鯵

諸

灘

壌

籠

町

翫

麹
題
墾

勘
麩

箒

羅

快
癖

講
鰍
)・
ま
た
・
幕
末
・
維
新
期
か
ら
始
ま
る
近

代

化

"
西

洋

化

の
過

程

の
中

で
西

洋

式

複

式

簿

記

を

導

入

し

た

先

駆

的

企

業

に

つ
い

て

も

分

析

が

行

わ

れ

て

い

る

(
西
川
孝
治
郎

『日
本
簿
記
史

談
』
同
文
舘
、
一
九
七

一
年
)。

し

か

し
、
江
戸

時

代

か

ら

続

く
老

舗

企

業

が

い

つ
ご

ろ

日
本

固

有

の
簿

記

法

す

な

わ
ち

帳

合

(
中
小
の
商
家
で
は
複
式
簿
記
に
な
っ
て
い

な
い
の
が
む
し
ろ
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
)
か
・り
洋
式
簿
記

(
曜
肋
難

権

騰

認

鵡
勧
謬
譲

欝

蕊

)
に
切
り
換
え
ら
れ
た
の

か

に

つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
研
究
が
進
ん

で
い
な
い
。
ま
た
、
明
治
初
期

に
洋
式
複
式
簿

記
を
採
り
入
れ
た
企
業
と
し

て
知
ら
れ

る
も

の
は
、
銀
行
か
外
来
産
業

の
株
式
会
社

の
例

に
ほ
と

ん
ど
限
ら
れ

て
い
る
。
し
か
も
、

日
本

の
資
本

主
義
化

の
推
進
力

で

あ

っ
た
と

い
わ
れ
る
綿
糸
紡
績
業

の
企
業

に
お
い
て
で
す
ら
、

一
八
九
二
年
当
時

の
三
重
紡

で

「
安
田
互
作
が
旧
態
依
然

た
る
記

帳
を
続
け

て
お
り
」
(米
川
伸

.
『紡
績
業
の
比
較
経
営
史
』

有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
、
↓
八
二
頁

)
、
「
2
・
世
紀

に
入

っ
て
も
大
阪
紡

の
経
理
が
大
福
帳
方
式

で
行
わ
れ

て
い

な

、
と
は

再

な

ら
ず
指

摘

さ
れ

て
い
る
」
(米
川
、
同
書
、

一
八

一
頁

)
と

い
わ
れ

る
。

小
倉
教
授
は
洋
式
簿
記

の
導
入

に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
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「
明
治
初
年
洋
式
簿
記
法

は
逸
早
く
輸
入

さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
政
府

の
熱

心
な
奨
励

に
も
か

～
わ
ら
ず
実
業
教
育
は

一
般
的

普
及
を
見
ず
、

一
部

の
新
興
商
館

や
会
社
企
業

に
お
け
る
中
堅
幹
部
養
成

に
限

ら
れ
特

に
中
等
商
業
教
育
が
地
方
内
国
商
業

の

近
代
的
経
営
化

に
参
画
す

る
ま
で
に
は
四
十
年

の
才
月
を
必
要
と
し
た
。

〔榊
〕
こ
の
よ
う

に
し

て
洋
式
簿
記
法
が
学
校
教
育

の

成

果

と

し

て
内

国

商

業

者

間

に

普

及

す

る

の

は

右

に
述

べ

た

明

治

末

人

正

初

期

の
頃

か

ら

と

推

定

さ

れ

る
。
」

(
「洋
式
簿
記
輸
入
後
の
我
が
国
固
有
簿
記
法
」
『彦
根
論
叢
』
第

七
〇
・
ヒ

.
・
七
.
一合
併
号
、

.
九
六
〇
年
レ
月
、
.
三
六
頁
)
。

本
稿

で
は
、
西
洋
式
複
式
簿
記

の
日
本

へ
の
導
入
過
程

を
究
明
す

る
た
め
の
第

一
段
階

の
調
査

と
し

て
、
表
題

に
示
し
た
よ
う

に
、
社
史
等

の
資
料

の
中
か
ら
洋
式
簿
記
導
入

の
記
述

の
あ
る
も

の
を
原
文
通

り
に
引
用
し

て
紹
介

し

て
い
く
。
し
か
し
、

そ
の

よ
う
な
記
述

の
あ
る
社
史

は
き
わ
め

て
少
な

い
。

こ
れ
ま

で
に
約
三
〇
〇
社

の
社
史
を
調
べ
た
が
、
洋
式
簿
記
の
導
入

に
言

及
し

て
い
る
こ
と
を
見

い
だ

し
得
た
も

の
は

い
ま

の
と

こ
ろ
こ
こ
に
紹
介
す
る
も

の
だ
け
で
あ
る
。
末
尾

の
社
史
文
献

に
挙
げ
た
も

の

は
、
言

及

の
有

無

に
か
か

わ
ら
ず
、

こ
れ
ま

で
目

を
通

し
た
社
史

の
う
ち
、
昭
和

に
創
業

し

た
も

の
を

の
ぞ

い
た
分

で
あ

る

(本
稿
に
引
用
し
た
も
の

に
は
ト
に
*
を
付
し
た
)。
松
尾
建
設

の
よ
う

に
明
治

に
創
業

し
な
が

・り
昭
和

に
入

.
て
か

り
洋

式
簿
記

に
転
換
し

た
例
も
あ

る

の

で
、
歴
史

の
新
し

い
会
社

の
社
史

に
も

一
応
目
を
通
し
た
が
、
昭
和

に
創
業
し
た
企
業

で
洋
式
簿
記

へ
の
転
換
を
叙
述
し
た
も

の

は
見
当

た
ら
な

い
の
で
文
献
目
録
か
ら
は
ず
し
た
。

全
体

を
三

つ
に
分
け
、

一
で
は
創
業
時
点

か
ら
洋
式
簿
記
を
導
入
し
た
企
業
を
、
創
業
年
次
順

に
並

べ
た
。
二
は
和
式
帳
合

か

ら
洋
式
簿
記
に
転

換
し
た
企
業
を
、
転
換
年
次

の
占

い
も

の
か
ら
並

べ
た
。

い
ず
れ

の
場
合
も
導
入

の
経
緯

が
あ
る
程
度
述

べ
ら

れ

て
い
る
場
合

に
は
、
導
入
前
後

の
文
脈

が
分
か
る
よ
う

に
引
用
し
た
。
三

に
は
洋
式
簿
記

に

つ
い
て
の
言
及
が
な
く
、

い

つ
洋

式

に
転
換
し
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
明
治
以
後

の
あ
る
時
点

ま
で
和
式
帳
合
使

っ
て
い
た
と

い
う
記
述

の
あ

る
も
の
を
お
い
た
。

見
出
し
以
外

は
総

て
引
用
文

で
あ
る
。
見
出
し

に
掲
げ
た
各
社
名
は
正
式
社
名

で
は
な

い
。
社
名

の
下

の
年
は
洋
式
簿
記

の
導
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入
年

で
あ

る
。

引

用
文

に

つ
い

て
は
、

一
部

の
固
有

名

詞

を
除

き
原
文

の
旧

(本

)
字

体

は
新

字

(
日
本
式

略
字

)

体

に
改

め
た

が
、

ひ
.り
が

な

・
カ

タ
カ

ナ

.
漢

数
字

.
τ

フ
ビ

ア
数

字

・
ル
ビ
等

は
、

原
文

の
ま

ま
と

し

た
。

ゴ

シ

ッ
ク
や

(

)

書

き
も

原

文

の
ま
ま

と

し

た
が
、

〔

〕

は
私

11
西

川
が
補

っ
た

も

の

で
あ

る
。

一

創
業
時
よ
り
西
洋
式
簿
記
採
用
諸
会
社
の
事
例

丸
善

}
八
ヒ

三
年

明
治
六
年

〔し
孤
〕
の
丸
屋
商
社
の
社
則
第
卜
二
条
の
第
三
項
に

「社
中
用
ユ
ル
所
ノ
仕
方

ハ
酷

記
帳
竺

記
ス
ル
ヲ
以
テ
藪

二
略

ス
」
と
見
え
る
。
し
か
し
現
在
社
中
記
帳
法
な
る
物

は
伝
ら
ず
、
従

つ
て
如
何
な
る
も

の
で
あ

つ
た
か
は
明
ら
か

に
な
し
得

な

い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
福
沢
諭
吉

の
訳

に
な
る

「
帳
合
之
法
」
初
篇

に
依
拠
し
た
も

の
で
あ
る

こ
と
は
疑
な

い
事
実

で
あ
る
。

帳

合

の
法

は

。ウ
憎唄
餌
口
馨

誓

憎山
樽。
『

の
共

著

で
あ

る

。
§

蚕

。・
。
§

}
。u
。
。
英

Φ
§

αQ

(福

沢

諭

吉
訳

西
洋

帳
合

之
法

)
を

翻
訳
し
た
も

の
で
、
二
編
四
冊
よ
り
な

り
、
第

一
編

は
明
治
六
年
六
月
、
外
編

は
七
年
六
月
慶
慮
義
塾
出
版
局
か
ら
発
行

さ
れ
た
。

丸
屋

で
は
}、
の
帳
合
之
法
に
基

い
て
出
納

を
司

つ
た
の
は
、
外
な
ら

ぬ
中
村
道
太

そ
の
人

で
あ

つ
て
、
明
治
六
年
⊥

月
六

日
附

の
福
沢
諭
吉
よ
り
当
時
滋
賀
県
令

で
あ

つ
た
松

田
道
之

に
宛

て
た
書
簡

に
は
、
次

の
如
く
記
さ
れ

て
ゐ
る
。

「
先
達

は
御
手
紙
被
下
、
御
支
配

の
少
年

へ
帳
合

の
法
稽
占
云
々
の
義
拝
承
仕
候
。
私
方

に
て
も
未
だ
教
授
を
始
候
場
合

に
も
至

兼
候
得
共
、
巳

に
弊
社
内
出
版
局

に
て
は
其
法
を
採

用
致
居
候
義

に
付
、
御
相
談
御
見
習
皆
御
出
入

の
義

は
不
苦
・
社
中

の
者

心
得
候
丈

は
可
申
上
様
御
話
致
候
義

に
御
座
候
。
右

の
義

に
付

}
事
申
上
候
。
私

に

一
友
人
あ
り
、
名
を
中
村
道
太
と
云
ふ
旧

藩
士
族

に
て
当
時
は
横
浜

の
丸
屋

の
社
中

に
入
り
商
売
を
業
と
し
、
弊
塾
出
版
局

に
も
関
係
あ
り
、
此
人
頗
る
帳
合

に
季
し
く
、

丸
屋
社
中

の
商
売
諸
店
合
し

て

一
年
方

両
よ
り
も
多
く
、
其
帳
合

の
法
全
く
西
洋
流

に
従

い
、
拙
訳
帳
合

の
法

に
拠

て
其
出
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納
を
司

る
者

は
右
中
村
氏

一
名
な
り
、
若
し
も
此
度
御
本
県

の
会
計
法
御
改
革

に
も
相
成
候

バ
バ

一
ヶ
月
許
リ
同
人

ヲ
御
頼
被

成
候

て
は
如
何
。
後
略
」

こ
の
手
紙

に
よ
り
中
村
道
太

が
丸
屋
社
中

に
於

て
有
的
と
並
び
、
社
長

と
し

て
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し

て
ゐ
た
か
が
知
ら
れ

る
。
前
節

に
述

べ
た
明
治
六
年
度

の
丸
屋
商
社
勘
定
表

は
、

こ
の
帳
合

の
法

に
基

い
て
記
載

さ
れ
た
最
初

の
も

の
で
あ
る
と

い
う

こ
と
が
出
来
る
。
丸
屋

で
は
そ
の
内
部

に
於

て
帳
合

の
法
を
採
用
し
た
の
み
な
ら
ず
、
之
を

一
般

に
普
及
す

る
た
め
に
通
三
丁
目

の
丸
屋
善
七
店

に
於

て
、
明
治
六
年
七
月
上
旬

よ
り
之
が
講
習
を
行

つ
た
。

左

に
掲
げ
る

の
は
そ
の
時

配
布

さ
れ
た
広
告

の
引
札

で
あ
る
。

西
洋
帳
合
稽
古
報
知

来

ル
七
月
上
旬

ヨ
リ
通
三
町
目
丸

屋
商
社
中

ノ
店

ニ
テ
稽
占
相
始

ム
最

モ
書
物

ハ
慶

慮
義
塾
出
版
、
翻
訳
書

ニ
テ
教
授

ス
ベ

シ
、
帳
合
稽
古

ノ
外

二
日
本
算
術

ト
種

々
ノ
翻
訳
書

ヲ
教

フ
ベ
シ
、
帳
合

ノ
稽
古

ハ
望

ミ

ニ
由

リ
原
書

ニ
テ
モ
講

ス
ベ
キ
ナ
リ
。

此
稽
古
場

ヲ
開
キ

シ
首
意

ハ
、
天
下

ノ
人

二
西
洋

ノ
帳
合
法

ヲ
知

ラ
シ
メ
ン
為

ナ

レ
バ
、
帳
合

ノ
ミ
ヲ
稽
古

シ
テ
其
外

ノ
訳
書

算
術

ノ
教
授

ヲ
受

ケ
ザ

ル

ハ
勝
手

ナ

レ
ド
モ
、
訳
書
算
術

ノ
稽
古

ノ
ミ
シ
テ
帳
合

ヲ
学

バ
ザ
ル
人

ハ
入
社

ヲ
許

サ
ズ
。

稽
占

ノ
時
間

帳
合
稽
古

午
前
八
時

ヨ
リ
九
時
半
迄

算
術
稽
古

同
九
時
半

ヨ
リ
十
時
半
迄

訳
書
講
義

同
↑
時
半

ヨ
リ
十

一
時
迄

休

業

日
曜

日

稽
古
料

入
社
金

一
両

月
謝
金

二
両

二
分

三
課

ノ
業

ヲ
受

ケ
ル
人

同

二
両

帳
合

ノ
ミ
ヲ
受

ル
人

但

シ
月
謝

ハ
毎
月

一
日

二
納

ム
ベ
シ

稽
古

ヲ
為

シ
タ

キ
人

ハ
今

ヨ
リ
左

ノ
場

所

へ
姓

名

ヲ
投

シ
置

ベ

シ
。
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東
京

日
本
橋
通

り
三
町
目

明
治
六
年
六
月

丸

屋

善

七

店

教
科
書
と
し

て
使
用
さ
れ
た
慶
慮
義
塾
出
版

の
翻
訳
書
と

い
う

の
は
、
先

に
あ
げ

た

「
帳
合
之
法
」

の
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
本

の
出
版

さ
れ
た
の
が
明
治
六
年
六
月

で
あ
る
か
ら
、

こ
の
本

の

で
る

の
を
待
ち
か
ま
え

て
講
習
が
開
始
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
而
し

て
之
を
誰
が
教
授
し
た
か

に
就

て
は
何
等
確

た
る
史
料

は
存

し
な

い
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く

「帳
合
之
法
」

に
精
通
し
た
中
村
道

太
で
あ

つ
た
ツ、
と
と
思
ふ
。
我
国
に
於
て
は
明
治
五
年

〔菖

に
国
立
銀
行
条
例
が
制
定
さ
れ
、
同
七
年

〔畝

〕
四
月
国
立
銀
行

の
事
務
員
を
養
成
す
る
目
的
を
以

て
大
蔵
省
紙
幣
局
内

に
会
計
講
習
所

が
設
け
ら
れ
た
の
が
、
従
来
我
国

に
於
け
る
簿
記
講
習

の

最
初

の
も

の
で
あ
る
と
さ
れ

て
ゐ
る
。
然

る
に
丸
屋

で
は
こ
れ
よ
り

一
歩
先
ん
じ
て
既

に
六
年

の
七
月

に
簿
記

の
講
習
を
開
始
せ

ん
と
し
た

こ
と
は
、
我
国
商

業
教
育
史
上
注
目
す

べ
き
事
実

で
あ
る
。
但
し

こ
の
こ
と
に
関

し
て
は
前
掲
引
札
以
外
何
等

の
史
料

も
な
く
、
果
し

て
ど

の
程
度

に
実
施

さ
れ
た
か
を
確
か
め
得
な

い
の
が
甚
だ
残
念

で
あ

る
。

璽

.鰍
欝

三
〕。

先
収
会
社

一
八
七

四
年

新
政
府

で
、
井
上
は
主
と
し

て
財
政
を
担
当
し

て
い
た
。
大
蔵
省

の
造
幣
頭
、
大
蔵
大
丞

(次
官
補
)
、
大
蔵
少
輔

(次
宮
代
理
)
、

そ
し

て
明
治

四
年

(
一
八
七

一
)
か
ら
二
年
間
は
大
蔵
大
輔

(次
官
)
と
し

て
、
事
実
上
、
財
政
運
営

の
実
権
を
握

っ
て
い
た
。

〔挑
戦
と
創
造
、

三
六
頁

〕
。

法
治
立
国
を
主
張
す

る
江
藤
派
と
対
立
し
た
井
上

は
、
明
治
六
年

(
一
八
七
三
)
五
月
、
辞
表
を
た
た
き

つ
け

て
下
野
し
た
。

井
上

の
下

で
大
蔵
次
官
補
と
し
て
働

い
て
き
た
渋
沢
栄

一
も
、

い

っ
し

ょ
に
官
を
辞
し
た
。
ま
た
井
上

の
斡
旋

で
造
幣
局
権
頭
と
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な

っ
て
い
た
益
田
孝
も
辞
表
を
出

し
た
。
函

さ
て
下
野
し
た
井
上
は
、
か
ね
て
親
交

の
あ

・
た
岡
畢

蔵

の
所
有
す
る
鉱
山
を

基
盤

に
、
「
東
京
鉱
山
会
社
」
を
設
立
し
た
。
し
か
し
、
鉱
山
経
営
は
必
ず
し
も
順
調

に
は
い
か
ず
、
鉱
山
業

に
加

え
て
貿
易

に
も

進
出
し
よ
う
と
企
画

し
た
。
翌
七
年

〔レ
巴

一
月
、
資
本
金

一
五
万
円

(岡
田
八
万
円
、
井
上
三
万
円
、

フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
商
会

四

万
円
)
で
、
一
岡
田
組
」
の
名
称

で
新

し
く
会
社
を
設
立
し
た
。
陸
軍
省

の
輸
入
御
用
、

コ
メ
の
取
引
、
輸
出

が
主
な
業
務

で
あ

っ

た
。

と
こ
ろ
が
創
立
直
後
、
岡

田
平
蔵

の
急
死

に
会

い
、

二
月

に
鉱
山
業
務
と
岡
田

の
出
資
分
を
返
却
、
運
営
方
針

の
転
換
を
迫

ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
岡

田
組

は
解
散

し
た
の
で
あ

る
。

翌
三
月
、
井
上

は
東
京

・
銀
座

四
工
目

に
先
収
会
社
と

い
う
名
前

の
会
社
を
設
立
し
た
。

同
社

は
、
社
則

に

「
万
邦
交
通

ノ

一

大
商
業

ヲ
開
キ
、

モ

ッ
パ
ラ
皇
国

ノ
物
産

ヲ
外
国

二
配
賦

シ
」

と
述

べ
ら
れ

て
い
る
と
お
り
、
主
な
目
的

は
輸
出

に
あ

っ
た
。
井

上
自
身
は
、

い
ず

れ
政
界
復
帰
を
目
指
し

て
そ
の
準
備

に
忙
し

い
た
め
、
東
京
本
店

の
頭
取

に
は
益
田
が
な
り
、
大
阪
店
頭
取

に

は
吉
富
簡

一
が
な

っ
た
。
吉
富
は
、

コ
メ
取
引

の
敏
腕
を
認
め
ら
れ
て
大
阪

に
招

か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
〔鯛
バ
配
七
、
〕。

三
井
物
産

一
八
七
六
年

こ
う
し

て
順
調
な
業
績
を
あ
げ
た
先
収
会
社
だ
が
、
明
治
八
年

(
一
八
七
五
)

に
な

っ
て
、
井
上

の
政
界
復
帰
が
内
定
し
た
た

め
、

に
わ
か

に
会
社
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
井
上
と
し

て
は
、
益

田
に
全
権
を
委
任
し

て
、
経
営

を
続
け
さ
せ
た
い
と
考
え

た
が
、
横
浜
店

の

一
時
閉
鎖
、
無
担
保
貸
付
か
ら
生
じ
た
内
紛

や
、
社
員
が
上
司

の
許
可
を
得
な

い
で
コ
メ
相
場
を
張

っ
た
失
敗

な
ど

の
事
件
が
あ
り
、
益

田

・
吉
富

の
両
頭
取
が
す

っ
か
り
イ

ヤ
気
を
さ
し
た
ら
し

い
。
同
年

一
二
月
末
、
井
上

は
元
老
院
議
官

に
任
命
さ
れ
、
朝
鮮
使
節

の
副
使
と
し

て
渡
鮮
し
た
。

そ

の
こ
ろ
、
か
ね

て
先
収
会
社

の
実
績
、
と
く

に
益
田

の
商
才
と
手
腕

に
目
を

つ
け

て
い
た

　
人

の
人
物

が
、
益
田

の
ス
カ

ウ
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ト
に
動
き
出
し
た
。

三
井
組

の
大
番
頭

で
、
井
上
や
大
隈
重
信
大
蔵
卿
ら
政
界
人
か
ら

「
で
き

る
男
」
と
信
頼

さ
れ

て
い
た
三
野

村
利
左
衛
門
、
そ

の
人

で
あ

る
。

〔挑
戦
と
創
造
、

三
九
、
四
〇
頁
〕。

外
国
貿
易

へ
の
挑
戦
、
失
敗
、
再
び
挑
戦
、
再
び
失
敗
を
く
り
返
し
な
が
ら
、
三
井

は
明
治
七
年

[
一
八
七
四
〕
に
国
産
方
を
設
立
し

た
。

〔同
、
四

二
頁

〕。

明
治
九
年

〔レ
凧
〕
三
月
、
井
ヒ

が
朝
鮮
か
ら
帰
り
、
先
収
会
社

の
解
散
準
備

に
と
り
か
か
る
や
・
三
野
村

は
さ

っ
そ
く
井
上
を

訪

ね
、
三
井
組
が
、
先
収
会
社

の
残
務
を

い

っ
さ
い
引
受

け
、
国
産
方

の
仕
事
も
吸
収
し

て
物
産
会
社

を
創
立
し
た
い
こ
と
、
益

田
を
物
産
会
社

の
幹
部

に
迎
え
た
い
こ
と
を
伝
え
、
協
力
を
義唄
つ
た
。
〔同
、
四

四
頁

〕
。

明
治
九
年

(
一
八
七
六
)
七
月

一
日
、

三
井
物
産
会
社
が
誕
生
し
た
。
職
員
わ
ず
か

一
六
人
、
数
ヵ
月
後

に
三
井
国
産
方

の
社

員
五

一
人
を
吸
収
し
た
が
、

そ
れ
を
会

わ
せ
て
も
六
七
人

で
あ

る
。
〔中略
〕
三
井
家
自
身
、
新
会
社

の
将
来

に

つ
い
て
十
分
確
信
を

持

っ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
と

い
う

の
は
、

三
井
家

は
新
会
社

に

一
円

の
出
資
も
し
な
か

っ
た
し
、
相
互

に
独
立

の
存
在

で
あ

る
と
い
う
方
針
を
採

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
益
田
も
三
井
家

の
社
員
に
な

っ
た
の
で
は
な
く
、
そ

の
と
き

は
三
年
間

の
雇
用
契
約

で
あ

る
。
〔罫

四
〕
。

益
田
孝

は
、
佐
渡

の
地
役
人

の
長
男

に
生
ま
れ
た
。
父

は
計
数

に
明
る
く
、
職
業
柄
、
鉱
山

に

つ
い
て
広

い
知
識
を
持

っ
て
い

た
。
そ

の
知
識
が
買
わ
れ

て
函
館
奉
行
所
詰
め
と
な
り
、
孝
も
函
館

へ
移

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
孝
は
英
語
を
習

い
始
め
た
。
父

が
江
戸
詰
あ

に
な
る
と
、
今
度

は

ハ
リ

ス
の
通
弁

に
英
語
を
習

っ
た
。

一
四
歳

で
幕
府
外
国
方

の
通
弁
と
な
り
、

一
七
歳

で
訪
欧
使
節
団

の

一
員
と
し

て
三
ヵ
月
余

フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
た
。
維
新
後

は
横
浜

で
通
訳

な
ど
を
し

て
い
た
が
、

ア
メ
リ
カ
商
人
と
親
し
く
な
り
、
そ

の
仕
事

を
手
伝

っ
た
。

つ
づ

い
て
、
大
阪

へ
行
き
、

五
代
友
厚
ら
が
設
立
し
た
金
銀
分
析
所

の
経
営
を
担
当
し
た
り
、
岡
田
組
大
阪
店

の
支
配
人
と
し

て
、
大

い
に
商
才
を

み
が
い
た
。
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井
上
馨

に
見
込
ま
れ
て
大
蔵
省
造
幣
権
頭

と
な
り
、
や
が

て
下
野
し

て
井
上

の
先
収
会
社
を
ま
か
さ
れ
た

の
は
前
述

の
通
り

で

あ
る
。
〔同
、
四

六
頁

〕。

益

田
の
良

さ
は
、
人
材

の
登
用
面

に
も
現
れ
て
い
る
。
義
兄
が
、
府
立
商
法
講
習
所

(
一
橋
大
学

の
前
身
)

の
初
代
所
長
と

い

う
関
係
も
あ

っ
て
、

こ
の
講
習
所
を
卒
業
し
た
渡
辺
専
次
郎
、
小
室

三
吉
、
岩
下
清
周
ら
秀
才
を
ど
ん
ど
ん
採
用
し
た
。
従
来

の

封
建
的
な
丁
稚
制
度

に
よ
る
職
業
教
育
と

は
全
然
タ
イ
プ

の
違
う
教
育
を
受

け
た
、

こ
れ
ら
若

い
人
材

は
三
井
物
産

の
新
し

い
社

風
を

つ
く

っ
た
。
合
理
的
な
も

の
の
考

え
方
、
科
学
的
な
分
析

に
よ
る
判
断
、
能
率
的
な
業
務
管

理
、
そ
し

て
広

い
視
野
が
、
自

由
な
空
気

の
な
か

で
育

っ
て
い

っ
た
。

創
業
時

の
三
井
物
産
が
、

い
か

に

ハ
イ
カ
ラ
で
あ

っ
た
か
は
、
事
務

の
洋
式
化
を

み
て
も
わ
か
る
。
当
時
と
し
て
は
、
ま
だ
め

ず
ら
し

い
洋
式
簿
記
法
を
、
他
社

に
先
が
け
て
導
入
し
た
。
創
業

の
翌
月

に
制
定
さ
れ
た
社
則

の
な
か

に

「
オ
ヨ
ソ
勘
定

ヨ
ロ
シ

ク
西
洋
簿
記

ノ
法

ヲ
用
ヒ
、
正
貨
出
納

(
キ

ャ

ッ
シ

ュ
ブ

ッ
ク
)

ナ
ラ
ビ

ニ
付
替
帳

(ジ

ャ
ー
ナ
ル
)

ヲ
以

テ
本

ト
ナ
シ
」
な
ど

と

あ

る
。

〔胡

四
〕
。

小
野
田

セ
メ

ン
ト

一
八
八

一
年

我
社

に
お
け

る
会
計
制
度

の
変
遷
を
見

る
に
、
最
も
注
目

に
値
す

べ
き
事
実

は
、
明
治
卜

四
年

〔舟
熟
〕
の
創
立
当
初
か
ら
複
式
簿

記
法

に
よ

つ
て
、
会
計
を
行

つ
て
ゐ
た

こ
と

で
あ
る
。
此

の
複
式
簿
記
法

は
当
時
と
し

て
は
、
最
も
進
歩

し
た
会
計
制
度

で
あ

つ

た
。我

国

に
お
け
る
西
洋
簿
記

の
嗜
矢
は
、
明
治
六
年
福
沢
諭
吉
編

の

"帳
合

の
法
"

四
冊
で
、
ま

た
大
蔵
省
か
ら
銀
行
簿
記
製
法

が
出
版
さ
れ
た
の
も
、
矢
張
り
此

の
年

で
あ

つ
た
。
我
社

で
は
当
時
用

ゐ
た

の
は
銀
行
簿
記

で
あ

つ
た
が
、
当
時

の
民
間
会
社
と
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し

て
は
、
全
く
異
例

の
こ
と

で
あ

つ
た
。

こ
れ
は
我
社
創
立
者
笠
井
順
八
が
、
毛
利
藩

の
財
務
及

び
租
税
、
土
木
、
勧
業

の
事
務

を
掌

る
御
所
帯
方
、
群
奉
行
元
締

の
要
職
を
経

て
、
山

口
県
会
計
大
属
と
な

り
、
専
ら
会
計
帳
簿
や
旧
藩
貸
借
関
係

の
事
務
整
理
、

藩
札
処
分
等

の
経
理
的
事
務

に
携
は
り
、
更
ら

に
勧
業
局
主
任

に
転
じ
た
経
歴
を
持

つ
て
ゐ
る
だ

け
に
、
大
蔵
省
か
ら

で
た
銀
行

簿
記

に

つ
い
て
の
理
解
が
あ
り
、

ま
た
会
社
創
立
当
時
か
ら
会
計
担
当
者

で
あ

つ
た
大
谷
正
三
が
、
県
庁

の
会
計
主
任

で
あ

つ
た

の
で
、
労

々
進
歩
的

の
記
帳
法

を
用

ゐ
た
の
で
あ
る
。

尤
も
根
本

は
銀
行
簿
記

で
は
あ

つ
た
が
、
今

日
の
如

く
洋
式
帳
簿

に
ペ
ン
で
記
帳
す

る
の
で
は
な
く
、
和
綴
帳
簿

に
墨

で
毛
筆

縦
書

に
記
入
し
、
ま
た
伝
票
便
号

や
繰
越
精
算
等

は
朱

で
記
入
し

て
あ

る
。
伝
票

は
収
入
伝
票
、
支
出
伝
票
、
振
替
伝
票

の
三
種

で
、
完
全
な
伝
票
形
式

は
明
治
十
七
年

〔
一
又ノ
八
四
〕
か
ら

で
あ

つ
た
。
"総
勘
定

元
帳
"
の
摘
要
明
細

は
非
常
に
丁
寧

で
、
あ
る
程
度
補

助
簿
を
も
兼
ね
た
模
様
で
あ
る
。
明
治
二
+
六
年

駅

〕
+
二
月
ま
で
、
大
体
此
の
帳
簿
体
系
が
続
い
て
ゐ
た
。
〔咽
璽

璽

、色
。

さ

て
主
要
帳
簿
が
現
在

の
如
く
、
洋
式
帳
簿

に
な

つ
た

の
は
明
治
二
十
七
年

〔
一
八
九
四
〕
七
月
か
ら

で
、
此

の
頃

に
は
帳
簿
体
系
も

漸
く
整
備

し
、
補
助
簿
そ

の
数

を
増
し
、

且

つ
形
式
も
漸
次
洋
式
帳
簿

に
な

つ
て
来
た
。
し
か
し
会
計

の
原
理
は
、
飽

く
ま

で
も

当
初
採
用
し
た
銀
行
簿
記

で
、
生
産
会
社

で
あ
る
我
社

に
と

つ
て
は
、
銀
行
簿
記
を
純
粋

に
適
用
す
る

に
は
、
多
大

の
不
便
を
感

じ
た
と
思

は
れ
る
。
〔岬

L

。

日
本
煉
瓦

一
八
八
七
年

〔螺
碇
騰
ゴ
課
魅
〕

第

八
章

簿
記
計
算
報
告

第

五
十

条

当
会
社

ノ
簿
記
計
算
書
類

ハ
簡
明

ナ
ル
表
式

ヲ
設
ケ
其
主
任
者

ヲ
シ
テ
之

ヲ
遵
拠

セ
シ
ム

ヘ
シ
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第
五
十

一
条

第
五
十
二
条

凡
計
算

ハ
日
表
月
表
季
表

ヲ
以

テ
整
頓

シ
日
表

ハ
毎

日
支
配
人
之

ヲ
点
検

シ
月
表
季
表

ハ
理
事
員
之

ヲ
検
閲

シ
均

シ
ク
之

レ

ニ
検
印

ス
ヘ
シ

支
配
人

ハ
毎
季

一
切

ノ
事
務
及

ヒ
営
業

ノ
事
情

ヲ
編
述

シ
タ

ル
考
課
状

ヲ
作

リ
理
事
員
会

二
提
出

シ
テ
其
議
決

ヲ

経
株
主
総
会

二
於

テ
報
告

ノ
後
季
表

ト
共

二
印
刷

シ
テ
各
株
主

二
配
賦

ス

ヘ
シ

鮪

躰
煉
弐
↓一一七〇
帥
〕
。

三
菱
横
浜
船
渠

一
八
九
四
年
以
前

会
計
帳
簿
組
織

横
浜
船
渠
会
社
が
ど

の
よ
う
な
会
計
制
度
を
と

っ
て
い
た
か
は
、
明
確

で
は
な
い
が
、
営
業
報
告
書
な
ど
か
ら
推
察
し
て
み
た
。

明
治

27
年

(
一Q◎
㊤
腿
)
施
行

の
商
法

に
従

い
、
同
社

が
農
商
務
省

に
申
請

し
た
定
款

の
第

5
章

「会
計
」
に
よ
る
と
、
「会
社

は
簿

記
法
を
も

っ
て
会
計
帳
簿
を
整
備
し
、

…

(途
中
省
略
)
…
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
を
広
告
す

べ
し
」

と
規
定
し
て
お
り
、

複
式
簿
記
を
採

り
入
れ
た
会
計
制
度

を
採
用
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
貸
借
対
照
表

は
、
貸
借
が
現
在
と
逆

に
な

っ
て
お
り
、
英
国
式

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
同
社
が
譲
渡
受
を
し
た
横
浜
鉄

工
所

の
前
進

で
あ
る
三
菱
製
鉄
所

の
会
計
帳
簿
お
よ
び
事
務
組
織

が
英
国
式

で
あ

っ

た

こ
と

に
も
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

原
価
計
算
制
度

損
益
計
算
書

に
よ
る
と
、
明
治

32
年

(
一〇Q
Φ
㊤
)
ま

で
は
、
工
事
雑
費

(材
料
費
、
直
接
経
費
)
、
職
工
賃
銭
、
給
料
お
よ
び
事
務

費
、
営
繕
費
な
ど

の
費

用
が
直
接
費
、
間
接
費
を
問
わ
ず
支
出
金
と
し

て
表
示
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
製
造
間
接
費

の
配
賦
計
算

は

行

わ
れ
て
い
な

い
。



製
造
原
価
元
帳
が
残

っ
て
い
な

い
の
で
、
製
造

間
接
費

の
配
賦
計
算

が
い

つ
ご
ろ
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
か
は
特
定

で
き
な

い

が
、
明
治

33
年

か
ら
は
、
職
工
賃
銭
が
工
事
費

に
統
合

さ
れ
る
と
と
も

に
、
未
完

了
工
事

に

つ
い
て
は
、
半
成

工
事
と
し

て
資
産

勘
定

に
記
載

さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
徐

々
に
工
業
会
計

へ
の
段
階

に
す
す

ん
で
い

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

ま
た
原
価
計
算

の
発
展
段
階
を
み
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
も

つ
固
定
資
産

の
減
価
償
却
制
度

の
導
入
に

つ
い
て
は
、
資
力

の

不
足
か
ら
償
却
期
間
を
長
く
設
定
し
、
機
械
装
置
、
木
造
工
場
が
20
年
、
煉
瓦
工
場
が
50
年

で
明
治
32
年
よ
り
定
額
償
却
を
実
施

し
た
と
い
う
記
録
が
あ

る
。

し
か
し
、
当
初

は
営
業
外
費
用
と
し

て
扱

わ
れ

て
お
り
、
製
造

間
接
費
と
し

て
認
識

さ
れ
た
時
期

は

明
確

で
は
な

い
。
〔譲

鐸

所
%

頁。
年
史
、
〕
。

社史に見る西洋式簿記の導入ion

三
菱
神
戸
造
船
所

一
九
〇
五
年

浮

ド

ッ
ク
完
成

に
伴

い
、
明
治
38
年

(
一
り
O
切
)

7
月

20
日
に
は
神
戸

三
菱
造
船
所
と
し

て
設
立
登
記
を
行

っ
た
。
初
代
所
長

に

水
谷
六
郎
を
長
崎
造
船
所

か
ら
迎
え
、
8
月
8
日
、
日
本
郵
船

の
和
歌
浦
丸

(卜。
旧詔
O
総

ト
ン
)
を
入
渠
さ
せ
、
盛
人
な
開
渠
式
を

開
催
し
た
。

こ
こ
に
三
菱
合
資
会
社
神
戸
三
菱
造
船
所
が
名
実
と
も

に
誕
生
し
、
以
後

こ
の
日
を
も

っ
て
創
業
記
念

日
と
し
た
。

〔E
暖
鱒
炉
禮
醐
魑

。

当
所

に
お
け
る
原
価
計
算
制
度

は
、
創
業
と
同
時

に
長
崎
三
菱
造
船
所

の
制
度
を
採
り
入
れ
、
当
時
す

で
に
近
代
的
原
価
計
算

の
形
態

(英
国
式
)
を
備
え

て
い
た
。

大
正
年
代

に
入

っ
て
、
原
価
要
素
な
ら
び

に
原
価
部
門
計
算

を
採
り
入
れ
、
本
格
的

に
近
代
的
原
価
計
算
方
式
が
出
来
上
が
り
、

間
接
費

な
ど
今

日

一
般

に
普
及
し

て
い
る
直
接
作
業
時
間

に
よ

っ
て
賦
課
す

る
と
と
も

に
、
大
正

6
年

(
6
ミ
)

に
は
当
時
論
議
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の
的

に
な

っ
て
い
た
機
械
割
掛
方
法

を
率
先
採
用
し
、
間
接
費
割
掛

の
適
正
を
期
す

る
こ
と

に
し
た
。

〔洞
ビ
色

。

一
一

和
式
帳
合
か
ら
洋
式
簿
記

へ

茶
加
藤

一
八
七
四
年

六
代

に

つ
い

て
は

『
加
藤
家

世
代

の
系
図
』
に
次

の
よ
う

に
書

か
れ

て
い
る
。
唖

ま
た
簿

襲

研
究

し
、
明
治
七
年

〔軌

よ
り
店
卸
勘
定
書
を
作
成
す

る
。
福
沢
諭
吉
訳

『
帳
合

の
法
』

に
依

る
簿
記
を
始
め

る
。

〔螺

コ
訂
硝
¶
掛
〕
。

六
代
の
進
歩
性

は

『
帳
合

の
法
』
だ
け

で
は
な
く
、
他

の
福
沢

の
啓
蒙
書
も
読

ん

で
い
た
影
響
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
幕
末

に

輸
出
茶
を
扱
う
な
ど
し
て
い
た
加
藤
家

の
家
風
か
ら
も
き

て
い
る
だ
ろ
う
。
六
代

に
福
沢

の
本
を
推
め
た

の
は
福
住
正
兄
か
も
し

れ
な

い
と

い
う
の
が
、
当
主
八
代

の
推
測

で
あ
る
。

〔胴

注
〕
。

明
治

一
七
年

〔配
吼
〕
か
ら
帳
簿

の
記
載
形
式
が
更

に
新

ら
し
く
な

っ
て
い
る
。
単
式
簿
記
、
タ
テ
書
き

で
は
あ
る
が
、
今

の
帳

簿

に
や
や
近
く
な

っ
て
い
る
。
〔同所
〕。

こ
の
年

〔脂
孤
〕
の
欠
損

に
と
も
な

っ
て
、
次
年
度

の
予
算
を
組

ん
で
い
る
の
も
目
新
し

い
。
予
算

で
は
経
費

の
各
項
目
と
も
緊

縮
を
図

り
・
収

入

で
は
茶
・
洋
品
を
低
く
見

つ
も
り
、
田
畑
上

り
高
と
養
蚕

の
増
益

を
見
込

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
二
f
年

[毬

に
は
次
年
度
予
算
を

や
め
た
。

〔同所
〕
。

二
壱

年

〔趣

に
は
賞
与
を
計
上
し
て
い
る
。
そ
の
説
明
に
、
明
準

九
年

類

)
規
定
会
計
法
に
よ
詮

日
が
記
さ
れ
て
い

る
。大

正

十

二
年

〔
一
九
一
ご
二
一
「〕
以
後

は
貸

借

対

照
表

が

な

く
な

り
、
歳

出

入
だ

け

の
決

算

と
な

っ
た

の

で
、
資

産
状

態

は
不

明

で
あ

る
。
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銅

二芭
。

昭
和

二
、
三
年

二

処

屈
、
〕
に
は
、
決
算
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
。
七
代
宗
兵
衛
が
胃
潰
瘍

で
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
・
決
算
を
行
わ

な
か

。
た
の
で
あ

る
。

〔綱
麗

〕
。

+
六
年

〔竃

+
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が
起
る
。
こ
の
年
の
下
期
か
ら
帳
簿
の
厘
単
位
が
切
り
捨
て
ら
れ
・
最
低
単
位
銭
と
な

る
。
ま
た
決
算

の
方
式
も
大
き
く
変

り
、
店

の
決
算
と
加
藤
家

の
決
算
が
別
々
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

加
藤
家

の
決
算

に
は
予
算
と
実
行
額

と
の
比
較
が
示
さ
れ

て
い
る
。
店

の
ほ
う
は
本
支
店

そ
れ
ぞ
れ
の
決
算

の
み

で
、
全
店
総

会

の
損
益
計
算
が
行

わ
れ

て
い
な

い
の
で
、
従
来

の
決
算
と

の
比
較

は
簡
単

に
は
で
き
な

い
が
、
三
店

の
利
益

を
合
計

し
て
み
る

と
、

二
〇
、
○
○
○
円
台

に
乗

る
好
成
績

で
あ

る
。
加
藤
家

の
決
算

で
は
、
伝
来

の
動
産
、
不
動
産
か
ら
生
じ
る
収
入
を
加
藤
家

の
も

の
と
し
、
支
出
も
営
業
関
係
以
外

は
加
藤
家

の
支
出

と
し
た
。

そ
し

て
、
加
藤
家

は
店
か
ら
営
業
部
配
当
金
を
受
け
と
り
、

家
族
も
ま
た
給
料
を
受

け
と

っ
て
い
る
。
〔胴
　ハ
芭

。

藤
田
組

一
八
七
五
年

明
治
八
年

(
一
八
七
五
)

複
式
簿
記
を
採
用

〔輻

堺

聾
。

郵
便
汽
船

三
菱
会
社

↓
八
七
七
年

明
治
1
0
年

(
1
8
7
7
)

7

.
26

〈
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
簿
記
法
〉
を
制
定

【
会
社

の
会
計
法
を
規
定
し
た
も
の
で
、
洋
式

の
簿
記
法
を
採

用
し
、
船
舶

・

建
物

に
対

す
る
減
価
償
却

に

つ
い
て
早
く
も
導
入

・
規
定
。
全

2
章

3ー
ケ
条
】
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明

治

1

1
年

(
1

8
7

8
)

7

・
1

三
菱
商

業

学
校

を

設
立

【
予
備

科

3
年

、

本
科

2
年

、

専

門
科

-
年

と

し
、

専
門

科

に
銀

行

.
船

舶

.
保
険

.
簿

記

実

験
の
4
分
科
を
置
く
。
明
F

・
5
閉
鎖
】
〔簸

轟

璽

硬
魍
。

明
治
1
7
年

(
1
8
8
4
)

2

●
27

三
菱
為
替
店
・
各
店

〈
独
立
計
算
制
度
〉
を
採
用
し
、
業
況
悪
化

に
備
え
る

【
本
支
店

の
勘
定
を
分
離
し

て
各
店
独
立

採
算

の
建
前
。
各
支
店

の
資
金

の
最
高
限
度
を
定
め
、
本
店

に
対

し

て
年
12
%

の
利
息

を
支
払

わ
せ
、
支
店

で
上
げ
た
利
益
は
直

接

そ
の
支
店

の
収
益
金

に
計
上
】
〔同
、
六
頁
〕
。

服
部
紙
店

一
八
七
七
年

明
治
九
年

〔
一
X
一
ノ
七
六
〕
九
月
三
古

、
八
代
直
義
が
逝
去
し
た
の
で
、
九
代
直

温
竿

月
、
東
京
店
書

理
す
る
た
め
孝

武
子

.

長
男
好
三

(+
代
源
三
郎
)
な
ど
を

つ
れ

て
四
日
市
か
ら
船

で
九

昌

に
上
京
し
た
。
謙

謄

、
〕。

直
温
は
東
京
到
着
後
・
日
本
橋
薬
研
堀

に
仮
寓
し

て
掘
留

の
店

に
管

出
勤
し
、
翌

○
年

〔
一
八
七
七
〕
二
月
か

り
は
自

り
支
配
人

と
な

っ
て
店
務
を
支
配

し
た
。
直
温

は
こ
の
と
き
、
「
別
宅
勤
務
規
則
」
や

「
本
店
出
勤
規
則
」
な
ど
を
定
め
、
ま
た
そ
れ
ま

で
東

京
店

に
長
く

つ
と
め

て
い
た
山
路
惣
七
と
高
梨
利
八

(新
七
)

の
両
名

に
対

し
て
は
、
深
く
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら

っ
て
伊
勢
本
店

の

事
務
取
扱

を
ま
か
せ
た
。

つ
め
あ
わ
せ

東
京
店

に
お
い
て
は
・
現
金
取
扱

い
に

つ
い
て
は
と
く

に
、
「
多
少

に
限
ら
ず
貸
金

の
儀

は
詰

合
出
店
員

一
同
、
熟
議

の
上
取

計

う
よ
う
」
と
改
め
、
貸
金

の
厳
重
管
理
を
指
令
し
、

つ
い
で
店
全
般

の
改
革

に
お
よ
ん
だ
。

ま
た
別

に

「
改
革
条
目
」
を
定
め
た
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、

ま
ず
勤
惰
帳
を
設
け
、
外
出
帰
店
を
記
入

さ
せ
る
ほ
か
、
老
分
や



各

係

の
交

代

の
手

続

き

や
帳

難

の
照
A
口
.
検
印

の

ワ、
と

を

も
細

か

く
定

め
、

さ

ら

に
給

与

制

度
も

確

立

し
た
。

〔同
、
三

五
頁

〕。

こ
の
よ
う

に

つ
ぎ

つ
ぎ
に
出
さ
れ
た
改
革
指
令

に
よ

っ
て
営
業

を
続

け
た
東
京
店

は
十
年
六
月

に
至
り
、
「
店

一
同
協
議
之
上

資
本
金
額
を
定
め
店
計
算
表
を
相
製
」
す

る
よ
う

に
な
り
、
翌
十

一
年

〔
一
八
七
八
〕
十

二
月

に
は

「
店
計
算
方
法
共
改
正
致

し
」
て

「
資

本
金
」
を
定
め
、

ま
た
簿
記
制
度

に
よ
る
洋
式
帳
簿
を
採

用
す

る
な
ど
し

て
、
完
全
な

「
商
社
」

と
し

て
の
組
織
を
整

え
た

の
で

あ
る
。
〔綱
測
三
〕
。
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清
水
建
設

一
八
八
二
年

明
塗

五

〔乞

会
計
帳
簿
の
改
良

(六
月
)
。
〔糠

難

顎

」
。

当
時
請
負
業

に
あ

つ
て
は
、

一
般
商
店

と
同
じ
く
金
銭

の
出
入
り
に
大
福
帳
を
用

い
て
い
た
。
満
之
助
は
、
自
分

で
外
人

に

つ

い
て
複
式
簿
記
を
学
び
、
ま
た
英
語
が
達
者
な

の
で
蓋

.を
参
考

と
し

て
、

日
本
式
縦
書
簿
記
を
作

つ
た
。
〔胴
配
六
〕
。

武
治
は
明
治

一
八
年

(
一
八
八
五
)

に
家
督
を
当
時
五
歳

の
長
女
き
く
に
譲

り
隠
居
し
た
。
満
之
助

は
き
く
の
後
見
人
と
な

っ

た
が
、
の
ち
、
明
治
二
八
年

〔
.
＼
　
ノ
ーU幽L
4ノ
ヱ」〕
、
清
水
き
く
店

は
清
水
満
之
助

(
四
代
)
店
と
合
併
し

て
・
清
水
両
店
分
立

の
弊

は
除
か
れ

る

こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
満
之
助

は
、
次

の
よ
う
な
店
内
改
革

と
整
備
を
進
め

て
い
る
。

大
福
帳

の
改
善

自
ら
外
人
に
複
式
簿
記
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
英
書
を
参
考
と
し

て
、
日
本
式
縦
書
き
簿
記
を

つ
く
り
、
大
福

帳
を
廃
止
し
た
。

職
制

の
改
革

肝
煎

の
地
位
、
権
限
が
不
明
瞭

で
あ

っ
た

の
で
、
場
所
掛
制
度
を
創
設
し
、
肝
煎

の
な
か
か
ら
有
力
者
を
選

ん

で
場
所
掛

に
任
じ
、

こ
れ

に
あ

る
程
度

の
権
限
と
責
任
を
持
た
せ
、

で
き
る
限
り
自
由

に
才
腕
を
ふ
る
わ
せ
る
こ
と

に
し
た
。
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事
務
掛
長

店
員

の
服
装

え
た
。

ち
よ
う
な
は
じ
め

手

斧

始
式

い
る
。

賞

与
制

度

〔三

・
三
三
頁

上
席
場
所
掛
長

を
兼
任
さ
せ
て
、
店
主
を
補
佐
し
、
営
業
上

の
事
務
処

理
に
当

た
ら
せ
た
。

店
員

●
小
僧
別

の
和
装
を
活
動
的

な
洋
服
に
改
善
、
店
員

は
背
広
服
、
小
僧
は
詰
め
え
り

の

ヘ
ル
の
洋
服
に
変

新
年

に
は
店
員
、
出
入

り
の
職
方
を
集
め

て
手
斧
始
式
を
行
な
う

こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
今

日
に
引
き
継

が
れ

て

各

現

場

に

お

け

る
利

益

金

の

一
割

を

賞

与

と

し

て
関

係

店

員

に
分

配

す

る
賞

与

制

度

を
確

立

し

た
。

清
水
建
設
百
七
十
年
、

「
帳
簿
は
日
記
帳

ム

ロ
帳

・
口
分
帳
と
あ
り
、
月

日

.
摘
要
を
書

い
て
、

で
あ
る
」
と
・
『
清
水
釘
吉
翁
』
に
記
さ
れ

て
い
る
。

の
ち

に
清
水
釘
吉
と
な
る
小
野
釘
吉
が
、
横
浜

の
店

で
最
初

に
習

.
た
の
が

こ
の
帳
面
付

の
仕
事

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
方
法

は
、
満
之
助

が
英
国
人
か

り
複
式
簿
記
を
学
ん

で
考
案
し
た
と
伝

え
.り
れ
て
い

る
・
明
治

6
年

に
は
福
沢
諭
吉
が
著

し
た
簿
記

の
教
科
書

『ち
よ
う
あ
い

帳

合
之
法
」
が
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
漢
数
字
攣

.
の
複
式
簿
記
が
紹

介

さ

れ

て

い
る

が
・

こ
れ

な

ど
も

大

い
に
参
考

に
し

た

こ
と

で
あ

ろ
う
。

〔清
水
建
設
百
八

十
年
、
二

一
頁
〕
。

〕
。

て
い
き
ち

一
、
二
、
三
、
四

の
数
字

を

凡

て
毛

筆
・で
書

い
た
も

の

三
井
銀
行

一
八
八
八
年

明
治

峯

n
月

洋
式

簿

記
制

に
統

一
、

諸

帳
簿

を

改
正

〔
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
、

年
表
三

.
八
頁

〕
。

シ
オ

ノ
ギ

一
八
九

一
年
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こ
の
こ
ろ

〔卜
M
松
歎
〕
義
三
郎

は
、

も
う

一
つ
経
営
刷
新
を
行
う
準
備
を
進
め
は
じ
め

て
い
た
。

そ
れ
は
創
業
以
来

の
大
福
帳

式

の
営
業
帳
簿
を
や
あ

て
、
わ
が
国

に
伝
え
ら
れ
た
ば
か
り

の
複
式
簿
記
を
採
用
し
よ
う
と

い
う
、
大
胆
な
方
策

で
あ

っ
た
。

で
は
義

三
郎

は
、
ど

の
よ
う
な
手
順
を

ふ
ん

で
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
義

一
翁
伝
」
に
よ
る
と
、
義

三

郎
自
身

が
複
式
簿
記
を
習
得

す
る
と

こ
ろ
か
ら

は
じ
め
た
と
い
う
。

「
明
治
二
f

一

〔パ
爪
〕
年
頃
、

日
本
銀
行
大
阪
支
店

に
在
勤
し

て
お

ら
れ
た
人

に
頼
ん

で
、

義
三
郎

の
義
弟

に
複
式
簿
記
を
学

ば
せ
、

日
々
学
び
得
た
と

こ
ろ
は
其
翌
日
、
義

三
郎
自
ら
伝
授
を
受
け
、
簿

記
法

の
大
体
を
理
解
し
た
。
」

当
時
、
複
式
簿
記
を
採
用
し

て
い
た
の
は
、
銀
行
を
は
じ
め
、
保
険
、
鉄
道
と

い

っ
た
公
共
性

の
高

い
企
業

で
あ
り
、
営
業
規

模

の
大
き

い
株
式
会
社

で
あ
る
こ
と
が
通
例

で
あ

っ
た
が
、
そ
う
い
う
時
代

に
、
丁
稚
制
度

が
支
配
的
な
道
修
町
市
場

の

一
角

で
、

塩
野
義

三
郎

は
、

い
ち
早
く
近
代
的
な
記
帳
方
法

を
採
用
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
従
来

か
ら
使

い
な
れ
た
大
福
帳
を
複
式
簿
記
に
き
り
か
え
る
の
は
、

そ
う
簡
単

で
は
な
か

っ
た
。
実
際

こ
う
し
た
試

み
が
記
帳
上

に
現
れ

て
く
る
の
は
、
明
治

二
十
四
年

〔炬
孤
〕

一
月

か
ら

の
こ
と

で
あ

っ
た
。
そ
れ
も
最
初
か
ら
完
全
な
も

の
で
な

か

っ
た

こ
と
は
'、弓
つ
ま

で
も
な

い
。

大
福
帳

で
は
、
プ

ラ
ス
勘
定

と

マ
イ
ナ

ス
勘
定

の
そ
れ
ぞ
れ

の
合
計
額

の
差
額

に
よ
り
利
益
を
出
す
単
式

の
記
帳

で
あ
る
が
、

二
f

四
年
か
ら
の
複
式
帳
簿

で
は

「
資
産

に
属
す

る
分
」
「
負
債

に
属
す

る
分
」
と

の
合
計
額

の

一
致
が
は
か
ら
れ
、
両
者

の
合
計

の

一
致

で
、
記
帳

の
正
確

さ
が
秩
序
的

に
チ

ェ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た

「損
益
勘
定
表
」
は
ニ
レ

四
年
十
、
一月

の
決
算
か
ら
、
「貸
借
対

照
表
」
は
二
↑
五
年
十

二
月
決
算
か
ら
作
成
さ
れ

る
よ
う

に
な
り
、

ニ
ト
五
年
卜

二
月
決
算
か
ら
は

「
製
薬
什
器
及
び
営
繕
費

の
内
償
却
」
と
、
償
却
と

い
う
簿

記
的
な
考
え
方
が
導
入
さ

れ

て
い
る
。
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か

用
語

の
面

で
は
、
大
福
帳

の

「
懸
け
残

り

・
差
引
残

り
」

は
、
複
式
簿
記

で
は

「
売
掛
金
」
ま
た
は

「
買
掛
金
」

も

ち

し

ろ

も

の

り
、
「持
代
呂
物
」

は
、

「商
品
有
高
」
と
変

え
ら
れ

て
い
る
。

そ
う
は
言

っ
て
も
、
当
時

の
塩
野
義

三
郎
商
店

の
場
合
、
明
治
時
代
を
通
じ
て
和
紙
を
綴

じ
、
金
額
は
上
欄

に
、

を
下
欄

に
、

そ
れ
ぞ
れ
右
か
ら
左

へ
毛
筆

で
記
帳

さ
れ

て
い
た
。

〔砂
琳
9
琳
栢
酵
、
〕。

明
治

二

年

・
一
八
八
八

複
式
簿
記

の
習
得
を
始
あ

る
。

明
治
二
四
年

二

八
九

一

大
福
帳
式
を
廃
止

し
、
複
式
簿
記

に
き
り
か
え
る
。

〔堺

醸

〕。

の
残
高
と
な

科
目
や
摘
要

月
桂
冠

一
八
九

一
年

恒
吉
が
酒
造
経
営
上
、
と
く
に
注
意
を
払

っ
た
の
は
、
次

の
三
点

で
あ

っ
た
。
第

一
は
酒

の
品
質
向
上

で
あ
り
、
第

二
は
販
売

の
革
新

で
あ
り
・
第
三
は
会
計
法

の
改
善

で
あ

っ
た
。
〔明
雛

二
語

襲

。

さ

て
第

三
の
会
計
法

の
改
善

に

つ
い
て
は
、
明
治
三
〇
年
ご

ろ
恒
吉

は
旧
来

の
帳
簿

で
は

「
原
価
や
損
益

の
計
算
が
不
明
瞭

で
、

正
確

に
勘
定

が
出
来

ぬ
欠
点
を
痛
感

し
・
是
を
洋
式
簿
記

に
改
め
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
明
治

二
七
年

〔亟

創
立

の
伏
見
酒

造
株
式
会
社

(恒
吉

の
母
、
大
倉

ゑ
い
も
九
〇
株
出
資
)

で
は
簿
記
を
記
帳
す
る
人

が
な
く
、
京
都
府
立
商
業
学
校
大
坪
権
六
校

長

の
推
薦

に
よ
り
宮
城
義
時
が
就
職
し
た
。
恒
吉

は
宮
城

の
指
導
を
受

け
、
か

つ
自
分

で
も
工
夫
し
て
、

一
、
二
年
後

に
は
完
全

な
帳
簿
と
し
た
。
洋
式
簿
記
を
採
用
し
た

の
は
、
伏
見

の
同
業
者
間

で
は
斉
藤
と
大
倉

の
二
家
だ
け

で
あ

っ
た
。
恒
吉
は
予
算
を

た

て
、
原
価
計
算
を
し

て
、
経
営

の
合
理
化
を
は
か

っ
た
。
〔調
ガ
配
八
、
〕。

当
社

の
洋
式
簿
記

は
、
明
治
二
四
年

(
一
八
九

一
)

の
も

の
が
最
も
古
く
、
約
五
百
冊
が
保
存

さ
れ

て
い
る
。
内
容

は
、
売
上

簿
、
運
賃
簿
、
輸
出
簿
等

の
営
業
関
係
、
仕
訳

日
記
帳
、
総
勘
定

元
帳
等

の
経
理
関
係
、
製
造
費
、
材
料
買
代
費
等

の
製
造
関
係



の
他
、
給
金
簿
、
家
事
内
訳
簿
等
、
細
か
く
区
分

さ
れ

て
い
る
。

旧
式

の
勘
定
帳

は
、
明
治

二
六
年

〔
一
八
九
三
〕
ま
で
記
帳
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
方
法

は
、
年

一
度

の
棚
卸
し

に
際
し
、
現
存

の
酒

の

在
庫
を
評
価
し
、
金
銭

の
有
高
と
銀
行
預
金
と
貸
付
金
等

の
総
計
か
ら
借
入
金
等

の
負
債
を
差
引

い
た
総
金
額
と
前
年

の
棚
卸

し

と
を
比

べ
て
損
益
を
審
査
し
た
も

の
で
、
酒
造
費
、
営
業
費

や
家
事
費

の
区
別
が
な
く
、
商
店
と
し

て
の
原
価
や
損
益
計
算

が
不

明
瞭

で
正
確
な
勘
定
把
握
が

で
き
な
か

っ
た
。

恒
吉
は
、
商
店

の
正
確
収
支
決
算

の
必
要
性
を
痛
感
し
、
そ
れ
ま

で
の
縦
書
き
墨
書

の
勘
定
帳
か
ら
、
洋
風

の
総
革
表
紙

の
横

罫
入

ノ
!
ト
に
ペ
ン
で
記
入
す
る
様
式
帳
簿

に
改
め
、
洋
式
簿
記
を
採
用
し
た
。
採
用
し
た
当
時
、
記
帳
方
法
や
計
算
法

の
習
得

は
困
難
を
き
わ
め

た
が
明
治
三
〇

〔包

年
頃

に
な

.
て
漸
く
完
全

な
簿
記
形
式

に
な

っ
た
。
〔欝

九
〕
。
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伊
藤

忠

・
丸

紅

一
八

九

三
年

糸
店

開

業

ト

ト

モ

ニ
、

忠

兵
衛

ワ
店
法

ノ
成

文

化

二
手

ヲ

ソ
メ
タ
。

マ
ズ
各

店

ノ
人
事

制
度

ヲ
確
立

シ
、
重

役

オ

ヨ
ビ
店

員

ノ

権

限

ヲ
限
定

シ
タ
。

同
時

二
会

議
制

度

、

利
益

3
分

主

義

ナ

ド

ニ
モ

↓
部
補

正

ヲ
ク

ワ

エ
、
幹

部

二
業

務

処

理

ノ
ア
リ
カ

タ

ヲ
シ

メ
シ
タ
。

ソ
ノ
ホ

カ
取

引

ノ
記
帳

方

法

ニ
モ
オ

オ
キ

ナ
改
革

ヲ
断
行

シ
タ
。

ス
ナ

ワ
チ
、

創
業

以

来
、

ツ
カ

イ

ナ

レ
テ
イ

タ

「
大

福
帳

」
ヲ
4
店

ト

モ
オ

モ
イ

キ

ッ
テ
廃
止

シ
、
ア

ラ
タ

ニ
洋

式

ノ
商

業

簿

記

ヲ

ト

リ
イ

レ
タ
。

ソ
ノ
タ

メ

ニ
明

治

二
七

年

〔
…
八
九
四
〕

人
阪

商
業

学
校

本

科

(現

人

阪
市

立

大
学

ノ
全
身

)

卒
業

生

ノ
岡
本

・
太

郎

ヲ
採

用

シ
タ
。

当

時

ノ
呉

服
問

屋

ト

シ
テ

ワ
画
期

的

ナ
改
革

デ
、
船

場

街

二
新

風

ヲ

フ
キ

コ

ン
ダ

モ

ノ
デ

ア

ル
。

〔㎝
鞭
想
滴
噸
蒔
○
〕
。

明
治

二
六

〈
一
八

九

三
〉

本
店

資

本
金

ヲ

一
〇

万

円

ト
サ
ダ

メ
、
田
中

良

蔵

ヲ
支

配
人

ト

シ
、
大

福
帳

式

記
帳

ヲ
ヤ

メ
、
洋
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式
簿
記

ヲ
ト
リ
イ

レ
ル

〔同
、
年
表

六
一
.
一頁
〕。

一
八
九
三

(明
治

二
六
)
本
店

大
福
帖
式
記
帳
を
改
め
洋
式
簿
記
を
採
用

[弐
蜥
蝋
敢
、
〕
。

三
越

一
八
九
五
年

経
営
改
革

の
手

は
じ
め
と
し

て
、
明
治

2
8
年

〔
」
＼ノ
九
五
〕、
従
来

の
大
福
帳
式
計
算
法
を
廃

し
、
洋
式
簿
記

に
改
あ
る
と
と
も

に
、

「
三
井
呉
服
店
営
業
規
則
」
を
制
定
し
た
。
ま
た
組
織
面

で
は
、
仕
入
、
意
匠
、
売
場
、
陳
列
場
、
外
売

り
、
帳
簿
、
計
算
、
出
納
、

眺
物
、
庶
務

の
各
係
を
新
設
。
各
係
ご
と

に
規
定
を
定
め
、
係
長
を
置

い
て
業
務
分
担
と
責
任
を
明
確

に
し
た
。

高
橋
理
事

の
改
革

の
う
ち
、
最
も
重
要
な
も

の
を
挙
げ

る
と
、

(
1
)

呉
服
店
多
年

の
長
暖
簾
座
売
を
陳
列
販
売
方
式

に
改
め
た
こ
と
。

(
2
)

洋

服
分
を
廃
し

て
、
呉
服
専
業

に
帰
ら
せ
た
こ
と
。

(
3
)

江
戸
時
代

の
末
期
以
来
、

ほ
と
ん
ど
変
化

を
見
せ
な
か

っ
た
婦
人
晴
着

の
模
様

に
新
風
を
起
し
、
時
勢

に
適
応
す
る
流
行

を
創
出
さ
せ
た
こ
と

で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
対
外
的
施
策

の
重
も
な
も
の
と
す
れ
ば
、
内
部
的

に
実
行
さ
れ
た
改
革
と
し

て
、

(
1
)

売
場
偏
重

の
弊
習
を
破

り
、
営
業

の
根
本
た
る
計
算

に
重
き
を
置

い
た
こ
と
。

(
2
)

大
福
帳
式

の
旧
計
算
法
を
洋
式
簿
記

に
改
め
た

こ
と
。

(
3
)

旧
習
を
破

っ
て
、
新
教
育
を
受
け
た
新
人
を
店
外
か
ら
求
め

て
之
を
要
所

に
据
え
、
事
務

の
敏
活
な
進
行
を
図

っ
た

こ
と
。

(
4
)

手
代
、
子
供

の
住
込
み
制
度
を
改
め
、
大
部
分
を
通
勤
と
し
、
年
季
奉
公
制
を
給
料
制

と
し
た
こ
と
。



(
5
)

店
規
を
厳

に
し
、
諸
規
定
を
制
定
し
た
こ
と
。

(
6
)

す

べ
て
仲
買

の
手

を
経

て
い
た
商
品
仕
入

に
製
産
者
と
直
接
連
絡

の
道
を
開

い
た

こ
と
。
〔謹
雛
冷
郵
耳
即
〕。
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伊
藤
萬

一
八
九
七
年

明
治

27
、
28
年

〔
…
M
軌
姻
、
〕
の
日
清
戦
争
は
、
わ
が
国

の
勝
利

に
終
わ
り
、
そ
の
結
果
・
多
額

の
賞
金

の
獲
得

が
予
想
さ
れ

て
・

産
業
界
は
ブ
⊥

に
湧
き
た

っ
た
。
〔糠

鰭

年
史
、
〕.

こ
の
明
治

29
年

〔
一
、
一
ノ
九
六
〕
の
反

動

不
況

下

に
思
惑

発

注

の
約

定

品

を
辛

く
も

処

理
し

て
、

ひ
と

い
き

つ
い
た

の
も

束

の
間

で
、
明

治
聾

翫

〕
に
は
生
糸
の
輸
出
不
振
、
棉
花
当
期
に
よ
る
中
国
市
場

へ
の
綿
糸
輸
出
不
振
な
ど
を
原
因
に
・
地
方
小
銀
仔
の
破

綻
を
き

っ
か
け
に
全
国
的
な
金
融
恐
慌

に
発
展
し
、
当
店

も
ま
た
大
坂
毛
布
会
社

の
経
営
難

に
加
え

て
、

モ
ス
リ

ン
、
傘
地

の
ト

ラ
ス
ト
解
散

に
よ
る
値
下

り

の
打
撃
が
大
き
く
、
世
上

「
伊
藤
萬
危
う
し
」

の
評
判
が
高
ま

っ
た
。

こ
の
流
説

に
対
す

る
店
主
萬
助

の
処
置

は
思

い
切

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自

ら
商
業
興
信
所

に
店

の
経
営

の
実
情

調
査
を
依
頼
し
、
厳
し

い
評
価
を
求
め
た
。
調
査

の
結
果
、
正
味
身
代

42
万
円
、
そ
の
他
家
族
名
義

の
不
動
産

お
よ
び
有
価
証
券

数
十
万
円
。
萬
助
が
提
唱
し

て
い
た
資
産
三
分
主
義

は
完
全

に
実
行

さ
れ

て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
世
上

の
流
説
を

一
掃

す
る

こ
と
が

で
き
た
。

〔同
、

.
○
頁
〕。

こ
の
こ
ろ
、
商
店

の
記
帳
方
法
と
し

て
は
、
大
福
帳
式

の
帳
簿
が
用

い
ら
れ
る
の
が
普
通

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
取
引
量

の
増

大
、
取
引
内
容

の
複
雑
化

に

つ
れ
て
、
大
福
帳
式

の
単
式
簿
記

で
は
、
完
全
な
処
理
は
不
可
能

で
あ
り
、
間
違

い
の
発
見
も
困
難

な

の
で
、
明
治
30
年

〔ル
杁
〕
、
複
式

の
洋
式
簿
記

に
よ
る
伝
票

の
処
理
と
記
帳
を
採
用
す

る
た
め
、
萬
助

は
長
男
卯
三
郎

(
の
ち

の

2
代
目
)
は
じ
め
帳
簿
係

の
店
員
数
名
を
市
内

の
簿
記
学
校

に
通
学
さ
せ

て
、
基
礎
知
識
を
習
得
さ
せ
、

こ
れ
を
導
入
し
た
。
当
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時
と
し

て
は
画
期
的
な
新
し

い
試
み

で
あ

っ
た
。

複
式
簿
記
と
な
ら
ぶ
革
新

は
、
荷
合

わ
せ
制
度

の
確
立

で
あ

っ
た
。
取
引
量

の
増
加

に

つ
れ
て
、
商
品

の
毎
日
の
出
入
り
は
頻

繁

に
な

り
、
商
品
残
高

が
帳
簿

の
数
字
と
な
か
な
か
符
合

し
難

く
な

っ
た
の
で
、
毎
日
、
出
荷
終
了
後
、
商
品
残
高
と
帳
簿
の
突

き
合
せ
を
励
行
す

る
。
こ
れ
は
大
変
な
作
業

で
あ

っ
た
が
、
毎
夜
遅
く
ま

で
か
か

っ
て
、
こ
れ
を
実
行
し
た
。

こ
の
荷
合
わ
せ
制

度

は
・
伊
鷲

経
営
上

の
特
色

と
し

て
、

そ
の
後
、
長
く
実
行

さ
れ

て
行

.
た
。

〔洞
配
こ
。

野

田
醤

油

(
キ

ッ

コ
ー

マ
ン
)

一
八

九
九

年

～

一
九

一
〇

年

野

田

に
お
け

る
造

家

の
営
業

帳

簿

は
、

往

時

の

一
般

慣

習

に
よ

る
大

福
帳

式

で
、

西

の
内

上

四

つ
折

袋

綴
、

二

つ
折
長

綴
、

端

切

ら
ず

紙

ま

た

は
半

紙

二

つ
折
長

綴

等

の
和

帳

を
自

家

で
作

り
、

毛
筆

で
記
録

し

て

い
た
。

帳

簿

の
名
称

は
か

く
造

家

に
よ

っ
て

若

干
相

違

が

あ

っ
た
が
、

大
体

に
お

い
て
同

一
様
式

で
あ

っ
た

。

〔キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤

油
史
、

一
=
二
頁
〕。

明
治
三
+
二
年

[毬

茂
木
房
五
郎
家
で
は
洋
式
帳
簿
に
よ
る
複
式
籍

を
初
め
て
採
用
し
、
同
四
+
年

〔盲

に
は
茂
木
七

左
衛
門
家
、
同

四
+
三
年

二

軌
]
に
は
茂
木
勇
右
衛
門
家

で
洋
式
帳
簿
を
備

え

つ
け
た
が
、
そ
の
他

の
造
家

で
は
多
く
旧
式
帳
簿

を
踏
襲
し

て
い
た
。
茂
木
七
郎
右
衛
門
家

で
は
こ
の
頃
改
良
美
濃
紙
罫
紙

二

つ
折
り
右
綴

の
新
和
帳
を
使
用
し

て
い
た
。

当
社
創
立

〔
一
九

一

七
年

〕
と
同
時

に
計
算
課
を
設
け
、
前
期
三
店

の
帳
簿
懇

を
基
準

に
し
た
帳
簿
を
制
定
し
た
。
当
時

の
工
場
経

費

は
、
各
工
場

に
現
金
を
保
有
し
、
出
納
帳
、
日
記
帳
、
仕
訳
帳
を
備
え
、
毎
期
末
試
算
表
を
作
成
し
て
計
算
課
に
報
告
し

て
い

た
。会

計
閣

は
大
正
+
三
塞

唖

ま
で
は
、
+
二
月
末
の
年

画

決
算
で
あ
.
た
が
、
同
+
四
年

〔
一
九
二
五
〕
三
社
を
A口
併
増
資
後
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三
月
及
び
九
月
末
の
年
二
回
決
算
に
改
め
・り
れ
、

そ
の
後
昭
和
+
年

〔叫琶

四
月
以
降
昭
和
二
+
、

二
⊥

年

〔
痛

難

、
〕
を

除

き
、
年

一
回
十

二
月
末

日
を

も

っ
て
決

算

を
行

な

っ
て
い
る
。

昭
和
二
焦

琶

四
月
に
は
、
従
来
の
銀
行
簿
記
式
の
伝
票
を
、
商
業
簿
記
式
に
改
め
、
同
五
焦

㍍

〕
+
月
よ
り

一
力
年
を

要
し

て
、
固
定
資
産

の
調
査
を
行
な

い
、
資
産
勘
定
を
完
備
し
た
。

醤
油
醸
造
業
は
、
半
製
品

の
期
間
が
長

く
、
且

つ
農
業
経

理
に
類
似
す
る
よ
う
な
複
雑
性
が
あ
る
の
で
、
栗
原
達
三
郎
等

は
経

理
方
式

に
根
本
的
な
検
討
を
加
え
、
同
六
年

〔二
玩
〕
四
月

よ
り
予
算
制
度
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
工
場

に
お
け
る
会
計
を
計
算

課

に
集
約
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。

さ
ら

に
同
年
六
月

一
日
出
納
課
と
計
算
課
を
合
併

し

て
、
会
計
課
と
改
称
、
従
来

の
金
銭
伝
票

及
び
振
替
伝
票
を
廃
止
し

て
、
貸
借
別
葉

の

一
葉

一
勘
定

の
伝
票

に
改
め
、
現
金
支
払

は
野
田
商
誘
銀
行

に
委
託
し
、
当
社
経
理

組
織

の
基
本

が
確
立
し
た
。
ま
た
当
時

の
日
記
帳
及
び
総
勘
定
元
帳

は
、
各
勘
定
科
目

の
集
計

に
過
ぎ
な
か

っ
た

の
で
こ
れ
を
廃

止
し
、
残
高
試
算
表

に
改
め
、

日
計
試
算
表
を
作
成
す
る

こ
と

に
し
た
。

そ
の
後
、

口
座

の
多

い
得
意
先
勘
定
等

に

つ
い
て
は
、

順
次

力
ー
デ

ッ
ク
ス
に
よ
る
カ

ー
ド
式
を
採
用
し
た
。
〔洞
、一
卜
酢
四
、
〕

鐘
紡

…
九
〇
〇
年
か

明
治

二
+
年

〔趣

.
再

か
ら
六
月
ま

で
の
営
業
報
告
書
を
見

る
と
、
上
半
期

の
純
益
金

は
三
二
三
円

で
・
年
六
分
五
厘

の
配

当
を
行
な

っ
て
い
る
。
株
式
払
込
高

は
僅
か
に
二
万
五
、
○
○
○
円
。
前
垂
れ
角
帯
姿

の
事
務
員
が
大
福
帳
か
ら
は
じ
き
出
し
た

さ
さ
や
か
な
決
算
数
字

で
あ

・
た
。
〔樋
譜

年
史
、
〕
。

明
治
三
士

二
年

〔ひ
軌
〕
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3

・
24

事

務

の
近
代

化

を
実

施

事
務
員
は
洋
服
着
用
・
筆
硯
を
廃
止
ペ
ン
鉛
筆
に
変
更

〔㎝
貯
碑
醸
」
。

福
鍵

鉄

綿

臨

難

}

蒼

文

藩

窯

に籔

と
発

し
て
ゐ
菱

朧
の
叙
て
の
群
禦

ふ

べ
ん

し
や
う

き

い

ろ
ノ
ペ

く

わ
く

だ
い

拡

大
す
る

に

つ
れ
て
色

々
不
便
を
生
じ

て
来
た
。

そ
こ
で
曝
浄
三
+
七
・
徳

薫

底

・
豊
三
朗
は
髪

.畦
の
藩

朧

撃

灘

の
馨

撃

尉
つ
け
、
そ
の
撃

て
ゐ

る
の
に
霧

し
・
讐

そ
の
藩

の
搬

を
戦
ん
藁

て
か
ら
、
無

穆

い
簿
濃

に
よ
る
こ
と
～
な
つ
た
。

難

が
霞

に
な
り
・
孫

難

馨

轡

な
る
・
」.轟

ど

騨

の
肇

な
し
て
纂

た
が
、
騒

の
騒

は
ど
う
寒

て
碧
た
か
。
〔噸

爆

課

↑
〕。

新

田
ベ
ル
ト

一
九
〇
六
年

明
塩

・
1
9
。
6

複
式
簿
記
記
帳
制
度
を
採
用
。
〔蜥
課

郵

砕

芭
。

そ
ご
う

一
九
〇
八
年

明
治

四
土

年

〔憲

四
月
、
土
蔵
造

り
の
店
舗

の
開
店
を
契
機

と
し
て
、
大
阪
本
店

の
組
織

は

「
販
売
部
」
「
外
売
部
」
「
庶

務
部
」
の
三
部
制
と
な

っ
た
。
そ
し

て
同
時

に
、
京
都
支
店

に
は

在

入
部
L
「
販
売
部
」
、
神
戸
支
店

に
は

「販
売
部
」
「外
売
部
」

の
二
部
制
が
正
式

に
し
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
時
、
大
阪
本
店

の
店
員

は
相
当
数

の
女
子
店
員
を
含
め

て
百
五
十
名

に
増
員
さ
れ
、
京
都
、
神
戸

の
両
支
店
と
併
す

る
と
、



そ
ご
う

の
全
店
員

は
二
百
六
十
名

に
達
し

て
い
た
。

こ
の
多
数

の
店
員
を
擁
し

て
、

そ
ご
う
は
営
業

を
拡
張
す

る

一
方

で
、
組
織

の
整
備

に
も
着
手
し
た

の
で
あ

る
。

各
店

の
会
計
記
帳
が
大
福
帳

か
ら
洋
式
簿
記

に
改
め
ら
れ
た

の
も

こ
の
時

で
あ

っ
た
。

さ
ら

に
明
治

四
十

一
年
十
月

二
日
、
そ
ご
う
は
会
社
名
を

「
十
合
合
名
会
社
」
か
ら

「
合
名
会
社
十
合
呉
服
店
」

に
改
め
た
。

そ
し

て
し
ば
ら
く
し

て

「合
名
会
社
十
合
呉
服
店
店
則
」
を
制
定
し
た
。
店
則
制
定

の
目
的
は
、
店
員

の
労
務
管
理
を
旧
来

の
仕

着
別
家
制
か
ら
脱
皮

さ
せ
る
こ
と

に
あ

っ
た
。
こ
れ

に
よ

っ
て
、
表

に
示
す

と
お
り

〔表
は
省
略
〕
「
番
頭
」
「
丁
稚
」
な
ど

の
呼
称
が
廃

さ
れ
、
不
完
全
な
が
ら
も
は
じ
め

て
月
給
制

が
導
入

さ
れ
、
休
暇
、
賜
暇

な
ど
も
制
度
化

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

〔意
窄
っ
覗
ヌ

一色

。
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森
六

一
九

一
五
年

記
帳

の
方
法
は
、
他

の
問
屋
同
様
、
け

っ
か

い
の
中

の
机

に
大
福
帳
を

ひ
ろ
げ

て
、
売
買
を
記
入
し
た
。

こ
れ
は
、
株
式

に
改

組
す

る
少
し
前
、
大
正
四
年
〔
琶

の
頃
、
後
藤
吉
也
が
近
代
簿
記

に
あ
ら
た
め
る
ま

で
続

い
た
。

〔森
六
参
百
年
史
、

=
ご
四
頁

〕。

大
丸

一
九

一
五
年

大
正

四
年

一
九

一
五

大
阪
店
、

キ

ャ
ッ
シ

ュ
・
キ

ャ
リ
ア
を
設
け
、
大
福
帳
式
を
簿
記
式

に
改

め
る
。
〔歎
流
恥
麺
姫
臨
年
〕。

長
つ 谷
い 川
で 商

大 店
正
四 一
年 九
　
一一 八

九 年

喜

三
月

に
な

っ
て
、

長
谷

川

と
し

て
は

一
つ
の
大

き
な
転

機

を

迎

え

た
。

従
来

の
綿
糸

・
綿

布
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関
係

の
五
店
並
び

に
ガ

ラ

ス
部
門
を
す

べ
て
統
合
し

て
、
長
谷
川
商
店

に
ま
と
あ
た

こ
と

で
あ
る
。

唖

し
か
』

、
の
合
併

竺

つ
の
前
奏
曲

で
あ

っ
た
。

つ
い
で
大
正
七
年

(
一
九

一
八
)

一
二
月

に
は
企
業
形
態
を
変
更

し
、
長
谷
川

一
族
を
主
体

と
す
る
法

人
組
織

に
な
り
、
「
株
式
会
社
長
谷
川
商
店
」
が
設
立

さ
れ
、
営
業
部
門

と
し

て
綿
糸
部

.
綿
布
部

.
硝
子
部

の
三
部
門
を
も
う
け

る
こ
と

に
な

っ
た
。

個
人
商
店

の
株
式
会
社
改
組

は
、
当
時

の

一
つ
の
風
潮

で
あ
り
、

日
本
橋
周
辺

で
も
他

の
問
屋

に
も
そ
の
よ
う
な
例
が
か
な
り

あ

っ
た
と

い
わ
れ

る
。

そ
れ

に
し

て
も
そ
の
根
底

に
は
問
屋
経
営

の
合
理
化

の
要
求
が
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
長
谷

川
商
店

の
古
老

た
ち

の
言

に
よ
れ
ば
、
直
接
的

に
は
個
人
商
店

で
は
税
金

の
負
担
が
過
重
な

の
で
法
人
組
織

に
改
編
せ
よ
と

の
顧

問
弁
護
士

の
勧
奨

が
契
機

で
あ

っ
た
と

い
う
が
、

こ
の
税
金
問
題
も
や
は
り
合

理
化
を
進
め
た

一
因

で
あ
る
。
ま
た

こ
の
改
組

に

よ
り
初
め

て
店
員

の
月
給

制
度

が
設
け
ら
れ
、
営
業

の
帳
簿
が
旧
来

の
大
福
帳
か
ら
複
式
簿
記

に
改
め
ら
れ
、
店
則
も

「株
式
会

社
長
谷
川
商
店
処
務
規
定
」
と
し
て
近
代
化

さ
れ
た
。

〔北
島
正
元

『江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
六
二
年
、
六
六
七
、
六
六
八
頁

〕
。

吉
野
藤

一
九

一
九
年

明
治
廿
七
年

〔
一
八
九
四
〕
八
月
当
市
新
紺
屋
町

二
於

テ
創
業

セ
ル
当
商
店

ハ
本
年

二
至

リ
満

二
吉

周
年

ノ
星
霜

ヲ
迎

ヒ
ヌ
之

ヲ

好
機

ト
シ
テ
祝
典

ヲ
遂
行

ス
ベ
ク

〔後略
〕

こ
れ
は
大
正
八
年

一
月

の
日
付

が
入

っ
た
藤

一
郎
自
筆

の
覚
え
書

に
み
え
る

一
文

で
あ

る
。

こ
れ

で
も
わ
か
る
よ
う

に
、
株
式

会
社
設
立
を
み
た
大
正
八
年

(
一
九

一
九
)
と

い
う
年

は
、
高
崎
開
店
か
ら
数
え
ち

ょ
う
ど
二
五
周
年

に
あ
た
り
、
早
く
か
ら
そ

の
記
念
行
事

が
も
く
ろ
ま
れ

て
い
た
わ
け

で
あ
る
。

〔吉
野
藤
の
百

年
、
八
一
頁
〕
。

藤

一
郎

が
、
高
崎
開
業

二
五
周
年
記
念
事
業

を
計
画

し
た
の
は
、
株
式
会
社
設
立
を
思

い
立

つ
、

は
る
か
以
前

の
こ
と

で
あ

っ



た
。
し
か
し
、
二
五
周
年
記
念
も
株
式
会
社
結
社
も
、
偶
然
か
ど
う
か
、
同
じ
時
期

に
ぶ

つ
か

つ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。
〔護

〕
。

ワ」
の
前
後

の
い
き

さ

つ
に

つ
い

て
、

▼し
ワ」
で
も

ま

た
塵

郎

は
、

お

ど

ろ
く

ほ
ど
克

明

な
覚

え
書

を
残

し

て

い
る
。

〔魎

第

=

一
結
社
又

ハ
其
前
後

二
期

ス
ベ
キ
重
要
問
題
各
項
目

ヲ
列
記

セ
リ

〔81
馳

9
個
人

ト
株
式
会
社

ノ
組
織

ト
ノ
国
税
納
付

ノ
差
額

ヲ
調
査

ス
ル
事

10
社
長

ト
株
主

(店
員

ノ
)

ト
ノ
間

二
起

ル
ベ
キ
貸
借
関
係

二
於
ケ

ル
契
約
書

ノ
件

11
帳
簿

ノ
改
革

複
式
簿
記
ト
ナ

ス
事

霜

益
金
ノ
将
来
本
支
店
間
大
二
相
違
セ
ル
場
合

二
幹

ア
配
当
金

二
就
テ

〔解

騰

亟

。

社史に見 る西洋式簿記の導入

松
尾
建
設

一
九
三
〇
年
か

結
局
、
四
男
文
雄

の
商
学
部
進
学
を
中
止

さ
せ
、
昭
和
五
年

〔
一
九
三
〇
〕
五
月
、
将
来

の
後
継
者
と
し

て
松
尾
組

へ
入
れ
・
建
設
業

界

に
従
事
さ
せ
る
こ
と

に
な

っ
た
。

父
清

一
な
き
あ
と
兄
弟

の
序
列
か
ら
三
男
勝
己
が
社
長
、
文
雄

は
専
務
理
事

に
就
任
し
、
総
務
、
経
理

の
両
部

を
担
当
し
た
。

帖
簿
組
織

の
大
改
革

文
雄

は
松
尾
組
入
り
す
る
と
、
ま
ず
、
帖
簿
組
織

の
近
代
化

に
着
手
し
た
。
松
尾
組

は
創
業
以
来
家
族

的
経
営

で
あ

っ
た
が
、
帖
簿

は
大
福
帖
式
、
金
銭
出
納
も
受
註
工
事
見
積

り
も

ド
ン
ブ
リ
勘
定
が
多
か

っ
た
。

文
雄
が
帖
簿
組
織
を
改
め

て
か
ら
、
受
註

工
事

の
見
積

り
は
正
確

に
、
諸
経
費

の
節
約
が
は
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
松
尾
組

に
と

っ
て
は
帖
簿
組
織

の
近
代
化

は

一
つ
の
革
命

で
あ

っ
た
。
〔創
業
80
年
の
小
史
、

六
}
、
よハ
ニ
頁

〕。

125
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三

和
式
帳
合
の
残
存
例

柏
原
洋
紙
店

一
八
八
四
年

柏
原
家

で
は
・
明
治
+
七
年
七
月

百

(
天

八

四
年
)
「神
戸
製
紙
所
」
の
製
。
嬰

、
関
東

で
特
約
販
売
す

る
目
的
か
、り
東
京

市
日
本
橋
区
本
町
四
丁
目

(註
、
大
正
+
二
年

の
大
震
災

に
よ
る
区
画
整
理

で
町
名
変
更
、
現
在

日
本
橋
本
町
二
丁
目
、
三
丁
目

と
な
る
)
の
木
綿
店

の

一
部
を
さ
き
、
「
柏
原
洋
紙
店
」
を
創
業
し
た
。
支
配
人

に
は
木
綿
店

に
長
年
勤
め

て
い
た
福
島
定
七
を
あ

て
た
・

こ
こ
に
柏
原
家
は
和
洋
紙

の
差

こ
そ
あ
れ
・
再
び
紙
業
界

に
復
帰
し
た
わ
け

で
あ
る
。
額

蟻

獣

」

.

そ
れ
で
も
開
業

の
年

は
・
七
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
六

ヶ
月
間
に
二
万
九
千

四
百
二
十
四
円

一
銭
を
売

り
上
げ

て
、

そ
の

一
割

に
当
た
る
二
千
九
百
四
十

二
円
四
十
銭

の
利
益
を
収
め
、
〔畷
郵
配
同
、
〕。

こ
の
洋
紙
店
勘
定
精
算
目
録
に
は
笄

善
兵
衛
、
村
林
文
七
、
池
田
徳
兵
衛
の
三
名
が
塁

、捺
印
し
て
京
都
本
店
の
孫
左
右
衛

門

に
差
出
し
た
も

の
で
・

こ
の
手
続

き
は
江
戸
時
代
か
ら
長

い
間

つ
づ
け

て
き
た
も

の
で
あ
る
。
〔野

四
〕。

日
本
紙

パ
ル
プ
商
事

一
八
九

二
年

明
治
25
年

(
1
8
9
2
)

の
こ
ろ
だ
が
、
た
ま
た
ま
三
平
が
三
井
銀
行

の
改
革
問
題
を
か
か
え
て
、
瓦
町
の
中
井
支
店
か
ら
同

行

の
大
阪
支
店

に
・
監
査

の
た
め

に
通
勤
す

る
}芝

に
な

っ
た
。
〔百
三
十
年
史
、

一
一
八
頁

〕。

か
く

て
三
井
銀
行

の
改
革

が

霞

落
を
告
げ

る
と
、
大
阪
支
店
長

に
高
橋
義
雄

が
就
任
し
た
。
高
橋

は
洋
行
帰

り
の
進
歩
人

で

あ

っ
た
か
ら
・
支
店
長

に
就
任
す
る
と
と
も

に
ま
ず
店
舗
を
改
装
し
、

い
す
、

テ
ー
ブ

ル
を
用

い
て
営
業
所
を
近
代
化
し
た
。

当
社

で
も
三
井
支
店

の
改
装

に
前
後
し

て
、
店
内

の
構
造
を
洋
風
化
し
、
い
す
、
テ
㌧
フ
ル
に
替
え
、
り

っ
ぱ
な
応
接
間
も
作

っ



た
。

三
井
銀
行

の
改
革
を
達
成
し

て
重
荷
を
下

ろ
し
た
三
平

の
は
か
ら
い
か
ら

で
あ

っ
た
。

〔帥
〕
貰

も
き

の
う
ま

で
は
表

つ
き

の
下
駄

や
羽
轡

え
も
身

に

つ
け

る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た

の
が
・
急
転
直
下
洋
服
書

用

す

る
も

の
が

あ

.b
わ
れ

て
き

た
。
驚

く

ほ
ど

急
激

な

変
容

で
あ

る
が
、
し

か
し

帳
簿

だ

け

は

い
ぜ

ん
と

し

て
大
福

帳

で
あ

っ
た
・

〔同
、

一

二
〇
頁
〕
。

社史に見る西洋式簿記の導入127

【社
史
文
献
】
〔姻
譲
惚
難
嘱
凝
簸
麟
賜
琶

『
浅
野

セ
メ
ン
ト
沿
革
史
』
浅
野
セ
メ
ン
ト
㈱
、

一
九
四
〇
年
。

『荒
川
林
産
百
年
史
』
荒
川
林
産
化
学
工
業
㈱
、

一
九
七
七
年
。

〔安
藤
建
設
〕
『
l
O
O
年
ー
0
1
歩
』
安
藤
建
設
㈱
、

一
九
七
二
年
。

『東
京
石
川
造
船
所
5
0
年
史
』

東
京
石
川
造
船
所
、

一
九
三
〇
年
。

『石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
1
0
8
年
史
』
石
川
島
重

工
業
、

一
九
六

一
年
。

『
イ
ト
ー
キ
の
あ
ゆ
み

イ
ト
ー
キ
8
0
年
史
』
㈱
イ
ト
ー
キ
、

一
九
七
〇
年
。

*

『伊
藤
忠
商
事

1
0
0
年
』
伊
藤
忠
商
事
㈱
、

一
九
六
九
年
。

*

『伊
藤
萬
百
年
史
』
伊
藤
萬
㈱
、

一
九
八
三
年
。

『
今
朝
百
年
』
㈱
今
朝
、

　
九
八
〇
年
。

『
岩
井
百
年
史
』
岩
井
産
業
㈱
、

一
九
六
四
年
。

『内
田
洋
行
7
0
年
史
』
内

田
洋
行
、

一
九
八
〇
年
。

『
大
阪
商
船
株
式
会
社
五
十
年
史
』
大
阪
商
船
㈱
、

一
九
三
四
年
。

『
三
井
船
舶
株
式
会
社
創
業
八
十
年
史
』

三
井
船
舶
㈱
、

一
九
五
八
年
。

『
大
阪
商
船
株
式
会
社
八
十
年
史
』
大
阪
商
船
三
井
船
舶
㈱
、

一
九
六
六
年
。

『
三
井
船
舶
株
式
会
社
史
』
大
阪
商
船
三
井
船
舶
㈱
、

一
九
六
九
年
。

『風
涛

の
日
々
ー
商
船
三
井
の
百
年
ー
』
大
阪
商
船
三
井
船
舶
㈱
、

一
九
八
四
年
。

『創
業
百
年
史

(付
)
資
料
』
大
阪
商
船
三
井
船
舶
、

一
九
八
五
年
。
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『
大
阪

電
気
暖
房

ヒ
モ
年
略

史
」

大
阪
電
気
暖
房

㈱
、

一
九
七
六
年
。

『
大

津
毛
織
六

十
年
史
』

大
津
L

織
㈱
、

　
九
七
七
年
。

『
大
林
組

7
0
年
略
史

』
㈱
大

林
組
、

一
九

六

一
年
。

『
回
顧

7

0
年

大
林
組

と
と
も

に
』
白

杉
嘉
明

...菩

、

㈱
大
林
組
、

一
九
六
八

年
。

『
大
林

組
八
十

年
史
」

㈱
大

林
組
、

一
九
ヒ

一
.年
。

『
小

野

田

セ
メ

ン
ト
製
造

株
式
会
社

創
業
五
十

年
史
』
小

野

田

セ
メ

ン
ト
製
造

㈱
、

一
九

...
一
年
。

*

〔小
野

田

セ
メ

ン
ト
〕
『
回
顧
ヒ
十

年
』
小
野

田

セ
メ

ン
ト
㈱
、

一
九

71
、
.年
。

『
花

E
石
鹸
五
卜
年

史
』

花
F
石
鹸

㈱
、

一
九

四
〇

年
。

『
花

E
石
鹸
七

卜
年
史

』
花
E
石

鹸
㈱
、

一
九

六
〇
年
。

『
年
表

・
花

f

9
0
年

の
歩

み
」
花
E
石
鹸

㈱
、

一
九

八
〇
年
。

『
カ
ゴ

メ
八
十
年
史

』

カ
ゴ

メ
㈱
、

一
九

ヒ
八
年
。

『
鹿
島

建
設

の
あ
ゆ

み

創

業

1
2
5
年
記
念
』

鹿
島
建

設
㈱
、

一
九
』
ハ
四
年
。

『
鹿

島
建
設

百
、..↑
年
史

』
上

・
ト
、
鹿
島
建

設
㈱
、

一
九
七

一
年
。

『
鹿
島
建

設

百

四
十

年

の
あ
ゆ

み
』
鹿
島

出
版
会
、

一
九
八

〇
年

。

『
株
式

会
社
柏
原

洋
紙
店
六

十
五
年
史
』

㈱
柏
原
洋

紙
店
、

一
九
五

一
年
。

*

『
柏
原

洋
紙
店

八
十
年
史
』

㈱
柏

原
洋

紙
店
、

一
九

六

四
年
。

『
片

倉
製

縣
紡
績
株
式

會
社

.

.卜

年
誌
』
片
倉

製
糸
紡

績
㈱
、

　
九

四

一
年
。

『
富
岡
製

緕
所
史
』

片
倉
製
糸

紡
績

㈱
、

一
九

四
...年
。

『
片
倉

r
業
株
式

会
社

...十

年
誌
」
片

倉
L
業
㈱

、

一
九

五

一
年
。

*

『
鐘

紡
百
年
史

』
鐘
紡

㈱
、

一
九

八
八
年
。

〔河
合
鋼
商

店
〕

『
東
郷

ハ
ガ

ネ

思
有

聞
行
』

河
合
鋼
商
店
、

.
九

一
六

年
。

『
河
合

鋼
鐵

l
l
l
年

の
あ

ゆ

み
』

河
合
鋼

鉄
㈱
、

一
九
八

、..年

。

『
河

合
祖
先

"井

阪
屋
"

の
江
戸
時

代

そ
の
背
景

と
当
時

の
商
業

・
鉄

L
業
/

』
河
合

鋼
鉄

㈱
、

『
川
島
織
物

.一十
五
年
史

』

㈱
川
島
織
物
、

.
九
ヒ

、..年

。

一
九
八
七

年
。
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〔
キ

ッ
コ
ー

マ
ン
〕
『
野

田
醤
油

株
式
会

社
...十

五
年

史
』

野
由

醤
油

㈱
、

晶
几

五
五
年
。

*

『
キ

ッ
コ
ー

マ
ン
醤

油
史
』

キ

ッ
コ
ー

マ
ン
醤

油
㈱
、

一
九
六
八
年

。

『
味
を
創

る
ー

キ

ッ
コ
ー

マ
ン
社

史
挿
話
』

キ

ッ
コ
ー

マ
ン
醤

油
㈱

、

↓
九
七

五
年
。

『
木
村

屋
総
本

店
百

、
.卜
年

史
』

㈱
木
村

屋
総
本
店
、

一
九

八
九
年

。

『
京
都
織

物
株
式

会
社
全
史
』

京
都
織

物
㈱
、

↓
九
六
九

年
。

『
共

同
印

刷

9
0
年

史
』
共
同

印
刷
㈱

、

一
九

八
ヒ
年

。

『
麟
麟

麦
酒
株

式
会
社

五
卜

年
山
鳶

鼠
麟
麦

酒
㈱
、

.
九

五
し

年
。

『
麟

麟

麦
酒

の
歴
史
ー
戦
後

編
』
麟

麟
麦
酒

㈱
、

一
九
六

九
年
。

『
創
立

弐
拾

周
年

記
念

熊
本

電
気

株
式
会
社
沿
革

史
』
熊

本
電
気

㈱
、

一
九

.

.九
年

。

『
倉
敷

紡
績

百
年
史
』
倉

敷
紡
績

㈱
、

一
九
八
八
年
。

『
呉
羽
紡

績

3
0
年

1
9

2
9
1

1
9
5
9
』

呉
羽
紡

績
㈱
、

一
九
六
〇
年

。

『
グ

ン
ゼ
株
式
会
社

八
十
年
史

』
グ

ン
ゼ
㈱
、

一
九

ヒ
八
年

。

〔京
阪

〕

『
鉄
路

五
十
年
』
京

阪
電

気
鉄
道

㈱
、

一
九
六

〇
年
。

*

『
月
桂

冠

,..五
〇
年

の
歩

み
』
月
桂

冠
㈱
、

一
九
八
ヒ
年

。

『
江
商
六

卜
年
史

』
江
商

㈱
、

一
九

六
亡
年
。

『
神

戸
銀
行

史
』

㈱
神
戸
銀
行

、

一
九

症
八
年
。

『
国
分

小
史

-
創
業

2

5
0
周
年
記
念

ー
』
国
分
商

店
㈱

、

一
九
六

.

.年
。

『
酒
伊
繊

維

4
0
年

の
歩

み
』

酒
伊

繊
維

K
業

㈱
、

扁
九

し

四
年

。

『
サ
ク
ラ
精

機
百

、
.f
年
史
』

サ
ク

ラ
精
機
㈱

、

一
九
九

一
年
。

『
.二
共

八
卜

年
史
』

.・、共

㈱
、

一
九
ヒ
九

年
。

*

『
シ
オ

ノ
ギ

百
年
』
塩
野
義

製
薬

㈱
、

一
九

七
八
年
。

『
百
年
史

静

岡
鐵

K
所
』
静

岡
鐵

「
所
、

一
九

七
し
年

。

『
資
生

堂
社

史
ー
資
生

堂
と
銀

座

の
あ
ゆ

み
八
ト

五
年
-鵡

㈱
資
生
堂

、

↓
九

五
七
年

。

『
資
生
堂

百
年
史

』
㈱
資
生

堂
、

鴫
九
し

、
.年
。
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『渋
沢
倉
庫

の
8
0
年
』

(1
)
(
n
)
、
渋
沢
倉
庫
㈱
、

一
九
七
七
年
。

『島
津
製
作
所
史
』
島
津
製
作
所
、

一
九
六
七
年
。

『科
学
と
と
も

に
1
0
0
年
～
島
津
製
作
所

の
歩
み
ー
』
島
津
製
作
所
、

一
九
七
五
年
。

『島
藤
百
年
史
』
島
藤
建
設
工
業
㈱
、

一
九
七
三
年
。

*

『
清
水
建
設
百
五
十
年
』
清
水
建
設
㈱
、

一
九
五
三
年
。

*

『
清
水
建
設
百
七
十
年
』
清
水
建
設
㈱
、

一
九
七
三
年
。

*

『清
水
建
設
百
八
十
年
』
清
水
建
設
㈱
、

一
九
八
四
年
。

『白
木
屋
三
百
年
史
』
㈱
白
木
屋
、

一
九
五
七
年
。

〔新

日
鉄
〕
『釜
石
製
鐵
所
八
十
年
史
ー
最
近
1
0
年
間

の
回
顧
と
展
望
ー
』
富
士
製
鉄
㈱
釜
石
製
鉄
所
、

一
九
六
六
年
。

〔新
日
鉄
〕
『八
幡
製
鐵
所
八
十
年
史
』
総
合
史
、
部
門
史
上

・
下
、
資
料
編

(全
四
冊
)
、
新
日
本
製
鐵
㈱
八
幡
製
鐵
所
、

〔新
日
鉄
〕
『鐵
と
共

に
百
年
』
新

日
本
製
鐵
㈱
釜
石
製
鐵
所
、

一
九
八
六
年
。

『鏡
高
組
社
史
』
㈱
鏡
高
組
、

一
九
七
二
年
。

『鈴
屋
の
こ
こ
ろ

向
上
心
-
鈴
木
乃
婦

そ
の
人
と
世
界
』
㈱
鈴
屋
、

一
九
九
〇
年
。

『鈴
屋
の
こ
こ
ろ

商
人
根
性
-
鈴
木
房
吉

の
世
界
』
㈱
鈴
屋
、

一
九
九
〇
年
。

『
鏡
高
組
社
史
』
㈱
銭
高
組
、

一
九
七
二
年
。

『千
住
製
絨
所
五
十
年
略
史
』
千
住
製
絨
所
、

一
九
二
八
年
。

『株
式
会
社
そ
ご
う
社
史
』
㈱
そ
ご
う
、

一
九
六
九
年
。

『大
成
建
設
社
史
』
大
成
建
設
、

一
九
六
三
年
。

『
大
成
建
設

の
あ
ゆ
み
』
大
成
建
設
、

一
九
六
九
年
。

『
大
成
建
計
ー

ハ
ー
ド
&

ソ
フ
ト
で
人
間
環
境
を
追
求
1
』
経
済
界
、

一
九
九

一
年
。

『
糸
ひ
と
す
じ
1
大
同
毛
織

の
歴
史
と
そ
の
中

に
お
け
る
栗
原
ウ
メ
ー
』
上

・
下
、
大
同
毛
織
㈱
、

一
九
六
〇
年
。

『大
日
本
製
薬
八
十
年
史
』
大
日
本
製
薬
㈱
、

一
九
七
八
年
。

『大

日
本

セ
ル
ロ
イ
ド
株
式
会
社
史
』
大
日
本

セ
ル
ロ
イ
ド
㈱
、

一
九
五
二
年
。

『大

日
本
紡
績
株
式
会
社
五
十
年
紀
要
』
大

日
本
紡
績
㈱
、

一
九
四

一
年
。

一
九
八
〇
年
。
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*

『大
丸

二
百
五
十
年
史
』
㈱
大
丸
、

一
九
六
七
年
。

『高
島
屋
1
3
5
年
史
』
㈱
高
島
屋
、

一
九
六
八
年
。

『
高
島
屋

1
5
0
年
史
』
㈱
高
島
屋
、

}
九
八
二
年
。

『武
田
百
八
十
年
史
』
武
田
薬
品
工
業
㈱
、

一
九
六
二
年
。

『武
田
二
百
年
史

本
編

・
資
料
編
』
武
田
薬
品
工
業
㈱
、

一
九
八
三
年
。

〔竹
中
工
務
店
〕
『六
十
年

の
回
顧
』
㈱
竹
中
工
務
店
、

一
九
五
九
年
。

『田
辺
製
薬
三
百
五
年
史
』
田
辺
製
薬
㈱
、

一
九
△

.一年
。

*

『
風
雪
二
百
五
十
年
i
決
算
書

に
み
る
加
藤
家

の
歴
史
ー
』
㈱
茶
加
藤
、

一
九
七
九
年
。

『蝶
矢
シ
ャ
ツ
八
十
八
年
史
』
㈱
蝶
矢

シ
ャ
ツ
、

一
九
七
四
年
。

『帝
國
酸
素

の
歩

み
ー
原
点
か
ら
未
来
を
み

つ
め
て
』
帝
国
酸
素
㈱
、

一
九
八

一
年
。

『帝
國
製
麻
株
式
會
社
五
十
年
史
』
帝
国
製
麻
㈱
、

一
九
五
九
年
。

『
天
満
屋
百
五
十
年
史
』
㈱
天
満
屋
、

一
九
七
九
年
。

『東
京
イ
ン
キ
株
式
会
社
五
十
年
史
』
東
京

イ
ン
キ
㈱
、

一
九
七
五
年
。

『東
京
機
械
製
作
所
百
拾
年
史
』
㈱
東
京
機
械
製
作
所
、

一
九
八
三
年
。

『東
京
瓦
斯
九
十
年
史
』
東
京
瓦
斯
㈱
、

一
九
七
六
年
。

『東
京
電
気
株
式
会
社
五
十
年
史
』
東
京
芝
浦
電
気
㈱
、

一
九
四
〇
年
。

『
芝
浦
製
作
所
六
十
五
年
史
』
東
京
芝
浦
電
気
㈱
、

↓
九
四
〇
年
。

『東
京
芝
浦
電
気
株
式
会
社
八
十
五
年
史
』
東
京
芝
浦
電
気
㈱
、

一
九
六
三
年
。

『東
芝
百
年
史
』
東
京
芝
浦
電
気
㈱
、

一
九
七
七
年
。

〔同
和
鉱
業
〕
『七
十
年

の
回
顧
』
同
和
鉱
業
㈱
、

一
九
五
五
年
。

『同
和
鉱
業
9
0
年
の
あ
ゆ
み
』
同
和
鉱
業
㈱
、

一
九
七
四
年
。

『
飛
島
建
設
株
式
曾
社
社
史
』
上

・
下
、
飛
島
建
設
㈱
、

一
九
七
三
年
。

『中
北
薬
品
二
百
五
十
年
史
』
中
北
薬
品
㈱
、

一
九
七
七
年
。

『奈
良
屋
弐
百
年
』
杉
本
郁
太
郎
著
、
奈
良
屋
、

一
九
五
二
年
。
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『
西
川

4
0

0
年
史

』
西

川
産
業
㈱

、

一
九
六

六
年
。

『
西
川

四
百
年
史

稿
本
』

西
川
産
業

㈱
、

一
九

六

六
年
。

『
西
松

建
設
創

業
百
年
史

』
西
松
建

設
㈱

、

一
九

七
八
年
。

『
ニ
チ
ボ

ー
7
5
年
史

』

ニ
チ
ボ

ー
㈱
、

一
九

六
六
年
。

〔
ロ
産
化
学

工
業
〕

『
八
十
年
史
』

日
産
化
学

L
業

㈱
、

一
九

六
九
年
。

『
口
商

四
十
年

の
歩

み
」

日
商
㈱

、

一
九
六

八
年
。

『
日
清

紡
績
六

十
年
史
』

U
清
紡

績
㈱
、

一
九
六
九

年
。

*

『
新

田

ベ

ル
ト
九
十
年

史
』
新

田

ベ

ル
ト
㈱
、

一
九
七
五
年

。

*

〔
日
本
紙

パ
ル
プ
商

事
〕

『
頁

一、十

年
史
』

日
本

紙

パ
ル
プ
商
事

㈱
、

一
九
ヒ
五
年

。

『
日
綿

7
0
年
史

』

日
綿
実

業
㈱
、

一
九
六

二
年
。

『
日
本
綿

花
株
式

會
社

五
十
年
史
』

日
綿
實
業

㈱
、

一
九

四
三
年

。

『
日
本

毛
織
…三
十
年
史

』

日
本
毛
織

㈱
、

一
九

,.一〇
年
。

『
日
本
毛
織

六
十
年
史

』

日
本

毛
織

㈱
、

一
九

五
七
年
。

『
日
本
鋼

管
株
式
曾
社

七

十
年
史
』

日
本

鋼
管

㈱
、

一
九

八

二
年
。

『
纂
進
ー

日
本
車
輌

8
0
年

の
あ

ゆ

み
ー
』

日
本
車
輔
製

造
㈱
、

一
九
七

七
年
。

『
九

十
年
史
』

日
本
製

粉
㈱
、

一
九
八
七
年

。

『
日
本
石
油

史
』

日
本

石
油

㈱
、

一
九

一
四
年
。

『
日
本
石
油

史
』

日
本
石
油

㈱
、

一
九
五
八
年
。

『
日
本

石
油
百
年
史

』

日
本

石
油

㈱

・
日
本
石

油
精
製

㈱
、

一
九

八
八
年
。

〔
日
本

セ

メ
ン
ト
〕
『
七
十
年

史

序
編

』
『
七

十
年
史

本
編
』

日
本

セ
メ

ン
ト
㈱
、

『
社

史

日
本

パ

ル
プ

工
業
株
式

会
社
』

日
本

パ

ル
プ

工
業

㈱
、

一
九

六

四
年
。

『
日
本

ペ
イ

ン
ト
百
年

史
』

日
本

ペ
イ

ン
ト
㈱
、

一
九
八

、
一年
。

*

『
日
本
煉

瓦

一
〇

〇
年
史
』

日
本
煉
瓦

㈱
、

一
九
九
〇
年
。

『
白
鶴

二
百

三
十

年

の
歩

み
』
白
鶴

酒
造

㈱
、

一
九
七

七
年
。

一
九
五

五
年
。
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『
白
鶴
古

文
書
資
料

集
』

山
片

平
右
衛
門

編
、
白
鶴

酒
造
㈱

、

一
九
七

八
年
。

*

『
社
史

株

式
会
社

服
部
紙
店
』

㈱
服
部

紙
店
、
初

版

一
九

五
九
年

、
再
版

一
九
六

一.一年
。

〔
ヒ
ゲ

タ
醤

油
〕
『
社
史
』

銚
子
醤
油

㈱
、

一
九
七

.
一年
。

『
日
立

造
船

9

0
周
年

を
迎

え

て
』

佐
野
益

々
編
、

日
立

造
船

㈱
、

一
九
七

一
年
。

*

『
福
助
足

袋

の
六

十
年
ー

近
世
足
袋
文
化

史
ー

』
福
助
足
袋

㈱
、

一
九

四

.年
。

『
藤
倉
電
線

社
史

八
十

八
年

の
あ

ゆ
み
』
藤
倉
電

線
㈱
、

一
九
七

、二
年
。

『
フ
ジ

ク

ラ
ー
0
0
年

の
歩

み
』

藤
倉
電
線

㈱
、

一
九

八
ヒ
年

。

『
藤
沢
薬
品

八
十
年
史

』
藤
沢
薬
晶

L
業

㈱
、

一
九
七

六
年
。

*

『
未

来
を

ひ
ら
く

藤

田
組
と
六

〇
年
』
㈱
藤

田
組
、

一
九
七
〇
年

。

『
不
二
屋

五
十

年

の
歩

み
』
㈱

不
.
一屋
、

一
九
五
九
年
。

〔占
河
鉱
業

〕
『
創
業

1
0
0
年
史
』

占
河
鉱

業
㈱
、

一
九

七
六
年

。

『
豊
和

工
業

八
十
年
史

』
豊
和

工
業

㈱
、

一
九

八
七
年

。

『
星
久

二
百

二
十

五
年

小
史
』
㈱

星
久
、

一
九

ヒ

五
年

。

『
升
半

茶
店
史

ー
名
古

屋
商
人
横
井

家

の
研
究

-
資
料
編

』
林
董

一
編
著
、

㈱
升
半
茶
店
、

一
九
七

一
年
。

*

『
松
尾
建

設
株
式

会
社

創
業

8
0
年

の
小
史

』
松
尾
建

設
㈱
、

一
九
六
七
年
。

『
松
板

屋

5
0
年
史

』

㈱
松

坂
屋
、

一
九

六
〇
年

。

『
新
版

店

史
概
要

松
坂

屋
』
㈱
松
坂

屋
、

一
九
六

四
年

。

『
松
島
興
産

七
十
年
史

ー
海

よ
空

よ
わ

が
島

よ
ー
』
松

島
興
産

㈱
、

一
九
八
一.一年
。

*

『
丸
善
社
史
』

司
忠
編

集
、
丸
善

㈱
、

一
九

五

}
年
。

『
丸
善

百
年
史

』
上

・
ド
巻

・
資
料

編
、
丸
善

㈱
、

一
九
八
〇
、

一
九
八

一
年
。

*

『
丸
紅

前
史
』
丸

紅
㈱

、

一
九
七
七
年

。

『
丸
紅
本
史

』
丸
紅

㈱
、

繭
九
八

四
年
。

『
ご
.井
銀
行

五
十
年

史
』

㈱
..、井
銀
行
、

一
九

.

.六
年
。

『
、一井
銀
行

八
十
年

史
』
㈱

..、井

銀
行
、

一
九

五
七
年

。
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*

『
三
井
銀
行

1
0
0
年
の
歩
み
』
㈱
三
井
銀
行
、

一
九
七
六
年
。

『
三
井
建
設
社
史
』
三
井
建
設
㈱
、

一
九
九
三
年
。

『
三
井
倉
庫
八
十
年
史
』
三
井
倉
庫
㈱
、

一
九
八
九
年
。

『三
井
造
船
株
式
会
社
三
十
五
年
史
』
三
井
造
船
㈱
、

一
九
五
三
年
。

『
三
井
物
産
会
社
小
史
』
第

一
物
産
㈱
、

一
九
五

一
年
。

『
三
井
物
産
小
史
』
三
井
物
産
㈱
、

一
九
六
五
年
。

『
回
顧
録
』
三
井
物
産
㈱
、

一
九
七
六
年
。

『
三
井
物
産
1
0
0
年

の
歩

み

1
8
7
6
1
1
9
7
6
』
三
井
物
産
㈱
、

一
九
七
六
年
。

*

『
挑
戦
と
創
造
-
三
井
物
産
1
0
0
年

の
歩
み
ー
』
三
井
物
産
㈱
、

一
九
七
六
年
。

『天
半
藍
色
-

三
木
3
0
0
年

の
歩
み
ー
』
三
木
産
業
㈱
、

一
九
七
四
年
。

『
三
越

の
あ
ゆ
み

株
式
会
社
三
越
創
立
五
十
周
年
記
念
出
版
』
㈱
三
越
、

一
九
五
四
年
。

*

『株
式
会
社

三
越
8
5
年

の
記
録
』
㈱
三
越
、

一
九
九
〇
年
。

*

『
三
菱
神
戸
造
船
所
七
十
五
年
史
』
三
菱
重
工
業
㈱
神
戸
造
船
所
、

一
九
八

一
年
。

〔三
菱
重
工
〕
『創
業
百
年

の
長
崎
造
船
所
』
三
菱
造
船
㈱
、

一
九
五
七
年
。

『
回
想
の
百
年
1
長
船

の
思
い
出
を
綴
る
ー
』
上

・
中

・
下
、
三
菱
重
工
業
㈱
長
崎
造
船
所
、

〔三
菱
重
工
〕
『横
船

の
思

い
出

上

・
下
』
三
菱
重
工
業
㈱
横
浜
造
船
所
、

一
九
七
三
年
。

*

『
三
菱
重
工
横
浜
製
作
所
百
年
史
』
三
菱
重
工
業
㈱
横
浜
製
作
所
、

一
九
九
二
年
。

『三
菱
倉
庫
七
五
年
史
』
三
菱
倉
庫
㈱
、

一
九
六
二
年
。

『
三
菱
倉
庫
百
年
史
』
三
菱
倉
庫
㈱
、

一
九
八
八
年
。

*

『
三
菱
倉
庫
百
年
史
-
編
年
誌

・
資
料
』
三
菱
倉
庫
㈱
、

一
九
八
八
年
。

『
3
0
年
史

三
菱

レ
イ
ヨ
ン
株
式
会
社
』
三
菱

レ
イ
ヨ
ン
㈱
、

一
九
六
四
年
。

『
明
治
ゴ

ム
化
成
八
十
年
史
』
㈱
明
治
ゴ
ム
化
成
、

一
九
八
〇
年
。

『
明
治
製
菓
4
0
年
小
史
』
明
治
製
菓
㈱
、

一
九
五
八
年
。

『明
治
製
菓

の
歩
み

〈創
立
か
ら
5
0
年
〉』
明
治
製
菓
㈱
、

一
九
六
八
年
。

一
九
七
五
年
。

唖
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『
明
治
製
菓

の
歩
み

買
う
気

で

つ
く

っ
て
6
0
年

1
9
1
6
-
1
9
7
6
』
明
治
製
菓
㈱
、

『
明
治
屋
七
十
三
年
史
』
㈱
明
治
屋
本
社
、

一
九
五
八
年
。

『
1
0
0
年

の
あ
り
が
と
う

モ
ー
ビ
ル
石
油
の
歴
史
』

モ
ー
ビ
ル
石
油
㈱
、

一
九
九
三
年
。

『森
下
仁
丹
8
0
年
史
』
森
下
仁
丹
㈱
、

↓
九
七
四
年
。

『
7
0
年

の
あ
ゆ
み
』
森
田
ポ

ン
プ
㈱
、

一
九
七
七
年
。

『森
村
商
事
株
式
会
社
創
業
1
0
0
年
』
森
村
商
事
㈱
、

一
九
七
六
年
。

*

『森
六
参
百
年
史
』
森
六
商
事
㈱
、

一
九
六
七
年
。

『山
形
屋
二
百
十
七
年
ー
会
社
創
立
五
十
周
年
記
念
ー
』
㈱
山
形
屋
、

一
九
六
八
年
。

『山
形
屋

「
明
治
」
資
料
集
ー
個
人
商
店
時
代
終
期
1
』
㈱
山
形
屋
、

一
九
七

四
年
。

『山
本
山

の
歴
史
』
㈱
山
本
山
、

一
九
七
六
年
。

〔湯
浅
金
物
)
『三
百
年

の
の
れ
ん
』
湯
浅
金
物
㈱
、

一
九
七
九
年
。

『
横
河
建
築
設
計
事
務
所
1
8
0
年

の
流
れ
ー
』
㈱
横
河
建
築
設
計
事
務
所
、

一
九
八
三
年
。

『横
浜
倉
庫
六
十
年
史
』
横
浜
倉
庫
㈱
、

一
九
六
五
年
。

『横
浜
倉
庫
七
十
年
史
』
横
浜
倉
庫
㈱
、

一
九
七
五
年
。

*

『吉
野
富
士

の
百
年
』
㈱
吉
野
藤
、

一
九
七
五
年
。

『
ラ
イ
オ

ン
歯
磨
8
0
年
史
』
ラ
イ
オ

ン
歯
磨
㈱
、

一
九
七
三
年
。

『七
十
年
史

若
松
築
港
株
式
会
社
』
若
松
築
港
㈱
、

一
九
六
〇
年
。

『
若
築
建
設
九
十
年
史
』
若
築
建
設
㈱
、

一
九
八
〇
年
。

『和
歌
山
紡
織
株
式
會
社
五
十
年
史
』
和
歌
山
紡
織
㈱
、

一
九
四
二
年
。

一
九

七
七
年

。

【付
記
】

本
稿

で
利
用
し
た
社
史

の
大
部
分
は
財
団
法
人
三
井
文
庫

の
所
蔵

の
も

の
で
あ
る
。
資
料
閲
覧

で
お
世
話

に
な

っ
た
三
井
文
庫

の

方
々
に
記
し
て
感
謝

の
意
を
表
す
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
六
年
度
及
び
平
成
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

一
般
研
究

(C
)
〔萌
芽
的
研
究
〕

に
よ
る
も

の
の

}
部

で
あ
る
。
社
史
の
調
査

は
更
に
続
け

て
い
る
。

醇


